
◎

菖
葉
集
の
歌
詞
の
中
で
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
、
特
に
格
助
詞
の
中
に
は
、

そ
れ
が
独
特
の
作
用
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
見
よ
う
と
思
う
の

◎

で
あ
る
が
、
助
詞
「
を
」
の
分
類
に
つ
い
て
は
諸
家
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な

い
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
説
か
れ
る
内
容
に
つ
い
て
も
議
論
が
分
れ
て
い
る
点
が

あ
る
と
思
う
の
で
、
こ
の
点
か
ら
先
ず
進
め
て
ゆ
く
と
、

一
、
山
田
孝
雄
博
士
（
日
本
文
法
学
概
論
及
奈
良
朝
文
法
史
、
日
本
文
法
論
、
日
本

文
法
講
義
）

。
「
を
」
格
助
詞
、
接
続
助
詞
、
間
投
助
詞
。

二
、
橋
本
進
吉
博
士
．
（
新
文
典
別
記
文
語
篇
、
国
語
法
研
究
）

。
「
を
』
第
一
種
の
助
詞
、
第
二
種
の
助
詞
。

三
、
時
枝
誠
記
博
士
（
日
本
文
法
語
篇
）

。
「
を
」
格
を
表
は
す
助
詞
、
感
動
を
表
は
す
助
詞
。
（
間
投
助
詞
に
あ
た

る
）

四
、
佐
伯
梅
友
博
士
（
国
文
法
高
等
学
校
用
）

。
「
を
」
格
助
詞
、
接
続
助
詞
、
終
助
詞
。

五
、
湯
沢
幸
吉
博
士
（
文
語
文
法
詳
説
）

菖
葉
集
に
お
け
る
格
助
詞
「
を
」
め
ぐ
っ
て

○
「
を
」
格
助
詞
、
接
続
助
詞
、
終
助
詞
。

右
は
代
表
的
な
文
法
学
者
の
分
類
で
あ
る
が
、
こ
の
外
の
諸
家
に
つ
い
て
も

管
見
の
許
す
限
り
は
蝕
れ
て
ゆ
く
つ
も
り
だ
が
、
先
ず
山
田
博
士
は
格
助
詞

。

。

「
虎
」
に
つ
い
て
「
を
」
は
「
動
詞
に
対
し
て
用
い
ら
る
る
語
に
附
属
す
る
も

の
に
し
て
そ
の
動
詞
の
含
め
る
作
用
の
影
響
を
蒙
る
べ
き
目
標
た
る
も
の
を
示

す
駒
の
に
し
て
そ
の
動
詞
の
示
す
作
用
の
性
質
意
義
に
よ
り
て
種
々
に
用
い
ら

る
。
」
と
し
て
五
の
用
例
を
あ
げ
、

第
一
、
そ
の
動
作
の
影
響
を
直
接
に
受
く
る
対
者
を
示
す
も
の
に
し
て
世
に
所

謂
他
動
の
目
的
こ
れ
な
り
。
（
奈
良
朝
文
法
史
は
経
由
作
用
の
対
者
）
た
と
へ
ば
、

Ⅱ
Ⅱ
◎
Ⅱ
Ⅷ
Ⅱ
◎

本
を
読
む
。
水
を
飲
む
。
（
日
本
文
法
学
概
論
及
び
日
本
文
法
論
）

○

岡
之
草
根
乎
去
来
結
手
名
（
寓
一
、
奈
艮
朝
文
法
史
）

ヲ
カ
ノ
ク
サ
ネ
ヲ
イ
ザ
ム
ス
ピ
テ
ナ

Ｏ

小
松
下
之
草
乎
苅
核
（
蔑
一
、
奈
良
朝
文
法
史
）

コ
マ
ッ
ガ
シ
タ
ノ
ク
サ
ヲ
カ
ラ
サ
ネ

第
二
、
所
謂
自
動
詞
に
て
使
役
作
用
を
あ
ら
は
す
場
合
に
そ
の
使
役
を
受
く
る

も
の
を
あ
ら
は
す
。
（
奈
良
朝
文
法
史
は
非
経
由
の
干
与
作
用
の
際
の
対
者
）
た
と

へ
ぱ
、

Ⅲ
Ⅱ
叩
○

〆
附
Ⅲ
Ｏ

母
子
を
眠
ら
す
。
子
供
が
犬
を
走
ら
せ
る
。

新
垣
幸
！
得
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。
‐
、
。
‐
ｄ
ｏ
や
甲
ｌ
ｌ
Ｊ
ｌ
４
卜
令
４
１
‐
寸

。
．
．

上
波
三
宝
乃
御
法
乎
隆
之
米
（
四
十
五
詔
、
奈
良
朝
文
法
史
）

貢
．
力
ミ
ハ
サ
ン
ポ
ウ
ノ
ミ
ノ
リ
ヲ
サ
カ
ヱ
シ
メ

も
一
第
三
、
そ
の
動
詞
に
よ
り
て
説
明
せ
ら
る
べ
き
も
の
が
、
自
身
に
て
移
動
す
る

作
用
を
有
す
る
も
の
な
る
と
き
、
そ
の
作
用
の
地
点
を
示
す
。

（
奈
良
朝
文
法
史
は
移
動
作
用
の
動
詞
に
は
其
の
行
は
る
る
地
点
を
示
す
）

Ｉ
。
’
○

門
を
す
ぐ
。
国
を
去
る
。

（
日
本
文
法
学
概
鐙
）

恥
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
◎

青
丹
吉
平
山
乎
越
（
寓
一
、
奈
良
朝
文
法
史
）

ア
ヲ
ー
ニ
ヨ
シ
ヒ
ラ
ヤ
マ
ヲ
コ
エ
・

第
四
、
主
者
と
対
者
が
同
時
に
運
動
す
る
場
合
の
対
者
を
示
す
に
も
用
ゐ
ら
る

る
こ
と
あ
り
。

（
奈
良
朝
文
法
史
は
、
主
者
が
対
者
と
同
時
に
運
動
せ
る
際
の
も
の
を
示
す
）

１
．

お
ほ
阪
に
あ
ふ
や
を
と
め
を
道
と
へ
ば
た
だ
に
は
の
ら
ず
た
ぎ
ま
ぢ
を
の

‐
る

（
日
本
紀
歌
）

’
○

ｒ
』
た
ら
ち
ね
の
母
を
わ
か
れ
て

（
寓
葉
集
）

’
○

あ
ふ
阪
に
て
人
を
わ
か
れ
け
る
時

（
古
今
集
）

（
奈
良
朝
文
法
史
の
用
例
に
同
じ
）

第
五
、
時
間
的
に
継
続
す
る
動
作
を
あ
ら
は
す
動
詞
に
対
し
て
そ
の
経
過
せ
る

時
間
を
目
標
と
し
て
補
充
す
る
用
に
供
せ
ら
る
る
こ
と
あ
り
。
ｌ
○

朝
日
照
る
佐
太
の
岡
辺
に
鳴
鳥
の
夜
鳴
変
ら
ふ
此
年
ご
ろ
を
（
寓
、
二
）

ナ
リ

ー
．
ｌ

荒
雄
ら
は
妻
子
の
産
業
を
ぱ
念
は
ず
ろ
年
の
八
歳
を
待
て
ど
来
ま
さ
ぬ

（
蔵
、
十
六
）

０

．

接
続
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
は
「
日
本
文
法
論
」
に
「
を
」
は
前
件
を
主
と
し

て
考
へ
て
後
件
に
及
ぼ
す
な
り
。
と
い
は
れ
、

◎

夏
の
夜
は
ま
だ
よ
ひ
な
が
ら
明
け
ぬ
る
を
雲
の
い
づ
こ
に
月
宿
る
ら
む

（
古
今
集
）

○

い
つ
し
か
み
崎
と
い
ふ
所
わ
た
ら
む
と
の
み
思
ふ
を
風
浪
と
も
に
や
む
べ

く
も
あ
ら
ず
．
↓
（
土
佐
日
記
）

○

白
露
の
色
は
一
つ
を
い
か
に
し
て
秋
の
木
の
は
を
ち
ぢ
に
染
む
ら
む

（
古
今
集
）

等
の
例
を
あ
げ
「
決
し
て
言
用
言
附
属
の
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
述
語
に
附
属
し
て

し
か
も
後
文
の
述
素
に
結
合
す
る
も
の
な
り
。
こ
の
故
に
条
件
は
示
さ
れ
、
約

結
前
件
が
示
さ
れ
因
果
が
示
さ
れ
、
思
想
上
の
矛
盾
が
示
さ
れ
、
合
同
的
の
事

実
が
示
さ
る
る
な
り
。
こ
れ
皆
述
素
に
関
す
る
も
の
な
る
が
故
な
り
。

若
単
に
用
言
附
属
の
も
の
と
す
る
と
き
は
前
後
二
思
想
の
結
合
を
示
す
こ
と
の

説
明
は
な
し
え
ざ
る
ぺ
し
。
（
日
本
文
法
論
六
二
頁
）
・
日
本
文
法
学
概
論
に

◎

は
、
「
を
」
も
亦
前
後
の
事
実
を
綜
合
す
る
に
用
い
ら
る
る
も
の
に
し
て
連
体
形

に
つ
く
な
り
。
こ
れ
も
従
来
組
酷
を
示
す
も
の
と
い
は
れ
た
る
も
の
な
れ
ど
、

そ
の
然
ら
ざ
る
こ
と
は
、
「
が
」
「
に
」
に
同
じ
」
と
あ
る
。

◎

間
投
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
は
「
日
本
文
法
学
概
論
に
は
欠
く
が
、
日
本
文

◎

法
論
に
は
「
を
」
は
重
く
調
子
を
添
ふ
る
助
詞
な
り
。
「
や
」
は
軽
妙
な
る

が
、
こ
は
荘
重
な
り
。
其
の
投
入
せ
ら
る
る
所
は
主
語
の
直
下
に
格
助
詞
の
上

に
「
に
」
「
と
」
と
い
ふ
格
助
詞
の
下
又
句
の
終
止
に
は
希
求
の
語
法
の
下
に

及
用
言
の
連
体
形
に
て
感
動
を
あ
ら
は
す
終
止
の
所
に
附
す
。
又
体
言
に
て
終

止
す
る
時
に
述
素
を
な
し
て
感
動
を
あ
ら
は
す
。

．
。

◎

昔
も
今
も
知
ら
ず
と
を
い
は
む
。
こ
ひ
し
く
は
下
に
を
思
へ
。
渡
し
守
舟
渡

。

◎
◎

せ
を
。
き
の
ふ
け
ふ
と
は
思
は
ざ
り
し
を
。
香
を
だ
に
匂
へ
人
の
知
る
べ
く
。

（
日
本
文
法
論
）

○

奈
良
朝
文
法
史
に
間
投
助
詞
、
「
を
」
は
格
助
詞
「
に
」
「
と
」
の
下
形
容

◆
ユ
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；
・
．
》
可
．
．
；
・

溺
箇
の
連
用
形
の
下
複
語
尾
の
連
体
形
許
容
法
の
下
に
附
属
す
。
と
し
て
、

さ
藷
瀞
塞
（
再
十
五
）

シ
ダ
ニ
ワ
キ
マ
セ

。

《
》
保
等
登
芸
須
許
許
爾
知
可
久
乎
伎
奈
伎
豆
余
（
寓
、
二
十
）

ホ
ト
ト
ギ
ス
コ
コ
ニ
チ
カ
ク
ワ
キ
ナ
今
テ
固

◎

↑
須
米
良
美
久
佐
爾
和
例
渡
伎
爾
之
乎
（
蔦
二
十
）

．
ス
メ
ラ
ミ
ク
サ
ニ
ワ
レ
ハ
キ
ー
シ
ヲ

．
◎

》
朝
入
為
流
人
跡
乎
見
座
（
蔦
、
九
）

‐
ア
サ
リ
ス
ル
ヒ
ト
ト
ワ
ー
ミ
マ
セ

｝
■
砥

一
次
に
橋
本
博
士
が
第
一
種
の
助
詞
と
い
は
れ
る
も
の
は
今
日
定
説
と
な
っ
て

い
る
山
田
先
生
の
格
助
詞
で
、
こ
れ
は
主
と
し
て
体
言
に
附
く
助
詞
で
、
そ
の

一
一
４
１
■

体
言
が
、
同
じ
文
中
の
他
の
語
に
対
し
て
、
如
何
な
る
関
係
に
立
つ
か
を
示
す
」

（
新
文
典
別
紀
文
鰐
鰯
）
又
国
語
法
研
究
に
は
「
を
」
は
「
体
言
の
み
に
つ
く
も

の
」
と
し
て
を
ら
れ
る
が
、
「
実
は
体
言
の
み
な
ら
ず
、
用
言
の
連
体
形
や
、

．
》
前
に
あ
げ
た
準
体
助
詞
の
如
き
、
体
言
と
同
等
の
資
格
を
有
す
る
も
の
に
は
附

く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
類
に
、
体
言
（
又
は
之
に
準
ず
る
語
）
の
、
他
の
語
に

対
す
る
種
々
の
連
続
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
主
語
、
客
語
、
補
語
、
副
詞

的
修
飾
語
等
の
関
係
に
立
つ
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
」
（
国
語
法
研
究
七
六
頁
）

と
い
わ
れ
、
ど
ち
ら
に
も
「
を
」
の
詳
説
は
な
い
。

第
二
種
の
助
詞
ほ
接
続
助
詞
の
こ
と
で
「
が
、
に
、
を
」
を
一
括
し
て
「
こ

れ
等
は
、
共
に
事
実
を
述
べ
る
用
言
（
助
動
詞
の
附
く
事
も
あ
る
）
の
連
体
形

に
つ
い
て
、
国
語
第
二
種
の
助
詞
「
が
」
「
の
に
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
ま
す
」

（
新
文
典
別
記
文
語
滴
一
六
四
頁
）
か
く
ま
で
と
は
思
は
ざ
り
し
を
《
さ
て
も
お
び

た
だ
し
き
軍
勢
か
な
。
を
例
文
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
又
国
語
法
研
究
に
は

「
を
」
「
に
」
は
客
語
補
語
を
示
す
も
の
だ
と
し
て
、
「
こ
れ
等
は
用
言
（
多
く

の
場
合
に
は
節
の
述
語
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
）
に
附
い
て
そ
の
意
味
を
下
に
来

■
一
ａ
Ｆ

る
用
言
又
は
用
言
に
準
ず
べ
き
も
の
に
続
け
る
の
で
あ
っ
て
「
さ
う
し
て
」

「
さ
う
だ
け
れ
ど
も
」
「
そ
れ
で
も
」
「
さ
す
れ
ば
」
等
の
如
き
接
続
詞
と
同

様
の
接
続
関
係
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
但
し
接
続
関
係
で
は
あ
る
が
、
之
を

承
け
る
の
は
用
言
又
は
之
に
準
ず
べ
き
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
連
用
接
続

関
係
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
山
田
氏
の
接
続
助
詞
に
あ
た

る
も
の
で
あ
る
。
（
国
語
法
研
究
七
四
頁
）
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

時
枝
博
士
に
よ
れ
ば
、
「
格
を
表
わ
す
助
詞
と
は
、
事
物
事
柄
に
対
す
る
話

手
の
認
定
の
中
、
事
物
事
柄
相
互
の
論
理
的
関
係
を
表
わ
す
語
」
と
い
は
れ
、

門
「
客
語
に
な
っ
て
い
る
体
言
及
び
体
言
相
当
格
に
附
く
」
も
の
と
し
て

Ｉ

山
の
名
と
言
ひ
継
げ
と
か
も
佐
用
姫
が
、
こ
の
山
の
へ
に
領
巾
遠
振
り
け

む

（
寓
葉
集
、
八
七
二
）

口
対
象
語
に
な
っ
て
い
る
体
言
及
び
体
言
相
当
格
に
つ
く
も
の
と
し
て
、

Ｌ
Ⅱ
０
朋
叩
Ⅱ
”
、
、
、

紫
の
匂
へ
る
妹
乎
に
く
く
あ
ら
ば
、
人
妻
故
に
我
れ
恋
ひ
め
や
も

（
寓
葉
集
、
二
一
）

人
（
源
氏
）
は
心
づ
き
な
し
と
思
ひ
置
き
給
ふ
こ
と
も
あ
ら
む
に
、
我
（
六
条

御
息
所
）
は
今
少
し
思
ひ
乱
る
る
事
の
増
る
べ
き
を
、
あ
い
な
し
と
心
強

く
思
す
な
る
べ
し

（
源
氏
賢
木
）

「
右
の
「
を
」
は
動
作
の
目
的
を
示
す
と
か
（
「
広
日
日
本
文
典
」
一
七
○
頁
）

動
作
の
影
響
を
直
接
に
受
く
る
対
者
を
示
す
も
の
と
す
る
（
山
田
孝
雄
「
日
本
文

法
学
概
鈴
」
四
一
二
頁
）
客
語
表
示
の
概
念
で
は
説
明
出
来
な
と
と
し
て
「
思

・
ふ
に
「
を
」
は
感
動
の
対
象
と
な
る
事
物
、
事
柄
に
附
け
る
と
こ
ろ
の
感
動
助

詞
を
基
本
的
の
も
の
と
す
れ
ば
、
最
初
は
、
専
ら
《
．
話
手
に
対
立
し
た
事
物
に

附
け
て
、
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
話
手
が
、
あ
る
事
を
自
己
の
前
に

取
り
出
し
て
、
詠
嘆
す
る
こ
と
の
表
現
で
あ
る
。
こ
の
関
係
を
、
第
三
者
の
場
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ｄ
企
・
一
１
寺
Ｐ
白
色
．
●
『
↑
。
．
▲
■
〃

合
に
適
用
す
れ
ば
、
第
三
者
の
動
作
、
情
緒
に
対
立
す
る
事
物
を
表
示
し
て
、

こ
こ
に
格
助
詞
と
し
て
の
用
法
が
成
立
す
る
。
（
日
本
文
法
文
語
篇
二
○
四
頁
）
」

。

と
説
か
れ
又
「
あ
る
情
緒
に
対
立
す
る
事
物
は
、
即
ち
対
象
語
で
あ
っ
て
「
を
」

は
対
象
語
の
格
を
も
表
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
分
る
。
現
代
語

、

で
は
こ
の
様
な
場
合
、
「
が
」
を
用
い
て
、
司
妹
が
に
く
い
」
「
増
る
べ
き
こ

（
９
凸
）
、
、
、
、
、

と
が
あ
い
な
し
」
と
い
ふ
や
う
に
言
ふ
」
と
。
思
う
に
こ
れ
は
、
増
る
こ
と
な

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

〆
〆

の
に
、
ま
さ
る
は
ず
な
の
を
と
し
て
接
続
助
詞
と
見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

岳
で

か
。

国
環
境
を
表
わ
す
語
に
つ
く
。

ｉ

霞
立
つ
長
き
春
日
乎
か
ざ
せ
れ
ど
、
い
や
な
つ
か
し
き
梅
の
花
か
も

（
寓
葉
集
、
八
四
六
）

衣
手
の
名
木
の
河
辺
乎
、
春
雨
に
我
れ
立
ち
ぬ
る
と
家
思
ふ
ら
む
か

（
寓
葉
集
、
一
六
九
六
）

右
の
。
よ
り
日
は
更
に
動
作
や
情
緒
が
拡
張
し
た
も
の
で
、
動
作
や
情
緒
に
対

◎

立
す
る
環
境
．
（
時
間
、
場
所
を
含
め
て
）
を
表
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
「
を
」
の

用
法
は
次
の
「
の
」
の
用
法
と
近
似
し
て
い
る
が
、
「
の
」
よ
り
述
語
に
対
す

る
関
係
が
よ
り
対
立
的
だ
と
し
て
い
る
が
そ
の
例

夏
の
夜
の
、
ふ
す
か
と
す
れ
ば
郭
公
鳴
く
ひ
と
声
に
あ
く
る
し
の
の
め

（
古
今
集
、
夏
）

◎

こ
の
よ
う
に
し
て
「
を
」
を
極
め
て
情
緒
と
動
作
に
対
立
す
る
語
だ
と
さ
れ

○

て
い
る
。
時
枝
博
士
は
「
を
」
の
接
続
助
詞
と
し
て
の
用
法
を
「
わ
ざ
と
あ
め

◎

る
を
、
早
う
物
せ
よ
か
し
（
源
氏
花
宴
）
を
認
め
な
が
ら
も
「
を
」
が
連
体
形
に

つ
い
て
い
る
の
で
「
体
言
相
当
格
」
に
つ
い
た
も
の
と
し
て
「
格
を
表
わ
す
助

◎

詞
」
の
中
に
含
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
し
「
紫
の
匂
へ
る
妹
を
、
に
く
く
あ

ら
ぱ
」
も
原
因
や
機
縁
と
な
っ
た
事
柄
を
表
示
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
共
通
だ

と
し
て
「
あ
る
事
柄
が
他
の
別
の
動
作
感
情
を
制
約
す
る
こ
と
を
表
は
す
と
こ

ろ
か
ら
」
「
…
…
…
に
な
る
に
よ
っ
て
」
或
は
．
…
…
・
・
な
れ
ど
」
と
い
う
口
訳

が
あ
て
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
、
「
を
」
を
接
続
助
詞
と
す
る
見
解
も
出
て
来
る
と
思

ふ
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
に
、
「
を
」
は
や
は
り
事
物
事
柄
相
互
の
関
係
を

表
わ
す
格
助
詞
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
（
同
書
二
○
七
頁
）
」

と
い
っ
て
接
続
助
詞
と
し
て
は
認
め
て
い
ら
れ
な
い
。

づ
感
動
を
表
わ
す
助
詞
塵
に
つ
い
て
は
「
そ
れ
に
後
続
す
る
思
想
を
省
略
し

た
場
合
」
つ
ま
り
「
事
の
原
因
、
機
縁
の
み
が
表
現
さ
れ
る
云
ひ
方
」
が
そ
れ

で
、
（
山
田
博
士
の
間
投
助
詞
に
相
当
す
る
も
の
〉

君
に
よ
り
言
の
繁
き
を
、
古
里
の
明
日
香
の
河
に
み
そ
ぎ
し
に
行
く

（
菖
葉
集
、
六
二
六
）

恋
し
け
ば
、
袖
も
振
ら
む
を
、
む
さ
し
の
の
う
け
ら
が
花
の
色
に
づ
な
ゆ

め
（
同
、
三
三
七
六
）

闇
の
夜
は
苦
し
き
も
の
を
、
い
つ
し
か
と
わ
が
待
つ
月
も
早
も
照
ら
ぬ
か

（
同
、
一
三
七
四
）

Ｏ

右
の
諸
例
を
二
句
目
で
止
め
た
と
し
た
ら
ば
そ
の
時
の
「
を
」
は
感
動
助
詞
と

見
る
事
が
出
来
る
と
い
っ
て
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
「
を
」
は
「
論
理
的

な
格
の
概
念
で
律
す
る
こ
と
は
、
最
少
限
度
に
云
は
れ
る
こ
と
で
、
恐
ら
く

「
を
」
は
主
語
、
客
語
、
対
象
語
を
通
じ
て
、
そ
れ
が
述
語
に
対
し
て
、
強
く

対
立
し
た
も
の
と
し
て
取
り
出
さ
れ
た
時
に
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
で
、
も
し
云
ふ

、
、
、
、

な
ら
ば
、
論
理
的
格
に
対
し
て
感
情
的
格
を
表
現
す
る
も
の
と
で
も
云
ふ
べ
き

で
あ
る
（
同
書
二
○
九
頁
）
と
い
は
れ
て
い
る
。
（
圏
点
筆
者
以
下
同
じ
）

◎

佐
伯
博
士
は
「
を
」
は
元
来
一
つ
の
も
の
が
分
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

108



実
際
は
ど
の
分
類
に
入
れ
て
よ
い
か
迷
う
も
の
も
あ
る
と
し
て
、
用
言
の
連
用
．

形
に
接
す
る
も
の
を
連
用
格
助
詞
と
呼
び
、
次
の
よ
う
な
用
例
を
あ
げ
て
お
ら

れ
る
。

こ
こ
に
近
く
を
来
鳴
き
て
よ

（
寓
葉
集
、
二
十
）
・

こ
の
世
な
る
間
は
楽
し
く
を
あ
ら
な
（
蔑
葉
集
、
三
）

立
ち
と
ま
り
見
て
を
渡
ら
む
、
も
み
ぢ
葉
は
雨
と
降
る
．
と
も
水
は
ま
さ
ら

じ
Ｉ
（
古
今
、
秋
下
）

心
安
く
を
思
ひ
な
し
た
ま
へ
．
：
（
源
氏
、
若
菜
）
：

（
⑤
の
）
↑
（
＠
凹
）
一

こ
れ
等
の
用
例
は
、
山
田
先
生
が
日
本
文
法
論
、
万
葉
集
講
義
て
論
述
せ
ら
れ

て
い
る
間
投
助
詞
に
属
す
る
も
の
で
格
助
詞
「
に
」
「
と
」
の
下
形
容
詞
の
Ｆ
、
》

複
語
尾
の
連
体
形
の
下
、
命
令
形
な
ど
の
下
に
つ
き
「
重
く
す
る
力
を
寓
す
る

も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
佐
伯
博
士
は
こ
の
「
を
」
が
右
の
種
類
の

「
動
詞
と
親
し
恥
関
係
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
も
の
と
し
て
、
連
用
格
助
詞
．

と
名
づ
け
て
い
る
。
又
こ
の
「
を
」
は
、
体
言
に
直
接
す
る
格
助
詞
「
を
」
と

同
じ
く
省
略
さ
れ
て
も
意
味
は
通
ず
る
が
、
「
省
略
と
い
う
よ
り
も
、
最
初
は

な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
た
の
が
次
第
に
つ
け
る
の
が
普
通
に
な
っ
て
来
た
」
と

い
っ
て
お
ら
れ
る
が
山
田
博
士
は
、
体
言
が
直
に
接
し
て
補
語
の
場
合
は
、
語

勢
を
強
め
る
た
め
に
省
き
、
必
要
度
の
軽
き
も
の
と
し
て
「
に
」
「
を
」
が
略

叩
●
毎
毎
令
凸
げ
↑

さ
れ
る
こ
と
古
代
の
歌
文
に
多
い
こ
と
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

終
助
詞
に
つ
い
て
は
、

ぬ
ぱ
た
ま
の
そ
の
夜
の
梅
を
た
忘
れ
て
折
ら
ず
来
に
け
り
、
思
ひ
し
も
の

を
：
（
寓
葉
、
三
）

露
を
な
ど
あ
だ
な
る
も
の
と
思
ひ
け
む
、
わ
が
身
も
草
に
お
か
ぬ
ば
か
り

を
（
古
今
、
哀
傷
）

つ
ひ
に
行
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
き
の
ふ
け
ふ
と
は
思
は
ざ
り
し

Ｉ

を
（
古
今
、
哀
傷
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

こ
れ
等
の
用
例
は
強
い
詠
嘆
若
し
く
は
感
動
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
山
田
先
生
が
説
か
れ
る
間
投
助
詞
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
佐
伯
氏
は
「
間
投
助
詞
と
い
わ
れ
る
も
の
と
意
味
の
上
で
は
ち
が
う
も
の

で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
ま
た
、
「
を
」
で
終
止
し
た
言
い
方
は
「
余
情
が
多
い

の
で
、
こ
う
し
て
終
止
し
た
も
の
の
次
に
余
情
に
近
い
内
容
の
も
の
を
お
く
と
、

、
、
、
、

続
い
て
い
く
こ
と
ぱ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
」
そ
れ
が
接
続
助
詞
に
発
達
し
て
行

．
（
凸
令
）
。

っ
た
も
の
と
考
え
て
居
ら
れ
る
。

Ｏ
・

接
続
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
は
、
用
例
も
殆
ん
ど
山
田
先
生
と
同
様
の
も
の

で
あ
る
か
ら
省
略
す
る
が
、
「
活
用
語
に
伴
わ
れ
る
の
が
普
通
だ
」
と
い
は
れ

て
い
る
。
し
か
し
山
田
先
生
は
前
掲
の
通
り
極
め
て
厳
密
に
ま
た
綿
密
に
接
続

助
詞
を
規
定
せ
ら
れ
て
居
り
、
単
に
述
語
に
附
属
ず
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く

前
後
、
思
想
の
結
合
を
示
す
説
明
が
必
要
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

湯
沢
博
士
は
「
格
助
詞
「
を
」
は
体
言
や
活
用
語
の
連
体
形
（
準
体
言
）
に

付
い
て
連
用
修
飾
語
を
つ
く
り
、
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
」
と
し
て

⑩
他
動
詞
と
共
に
用
い
ら
れ
て
、
動
作
の
対
象
（
目
的
）
を
示
す

ｉ
’
○
○
○
○
’
○
○
○

此
禅
師
の
昼
夜
朝
廷
を
護
り
仕
へ
奉
る
を
見
る
に
（
宣
命
、
二
八
詔
）

１
１
’
０
．

さ
ら
に
さ
や
う
の
事
を
な
む
い
ひ
侍
ら
ぬ
（
枕
草
子
、
一
四
五
）

０
Ｏ

あ
な
い
み
じ
、
犬
を
二
人
し
て
打
ち
給
ひ
死
ぬ
べ
し
（
同
七
）

１
１
．
◎
。
◎
◎

人
み
な
生
を
楽
ま
ざ
る
故
な
り

（
徒
然
草
、
九
三
）

ま
た
、
を
た
す
け
、
を
始
め
と
い
う
よ
う
に
用
い
て
主
な
も
の
を
あ
げ
る
の
に
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。
』
Ｐ
Ｉ

Ｏ
‐
１
割
し
－
‐
。
‘
’
０
４
１

用
い
る
星
洞
を
扶
け
し
む
」
「
殿
を
は
じ
め
奉
り
」

②
自
動
詞
と
共
に
用
い
ら
れ
て
、
経
過
す
る
と
こ
ろ
（
場
所
、
時
）
出
発
す
る
と

む
，
〃
●
。
‐
・
・
。
・
，
‐
今
．
‐
．
マ
ー
ャ
・
叩
一
言

こ
ろ
を
示
す
画
厩
：
・
‐
：
恒
．
．
・
・
募
言

．
‐
・
・
１
１
．
寺
。
・
“
‐
◇

珠
藻
苅
る
敏
馬
を
過
ぎ
で
〔
敏
馬
乎
過
。
敏
馬
ヲ
通
り
過
ぎ
て
〕
夏
草
の

野
島
が
崎
に
舟
近
づ
き
ぬ
。
（
蔑
葉
、
三
）

あ
づ
さ
弓
春
の
山
べ
を
越
え
来
れ
ば
道
も
さ
り
敢
へ
侭
縮
ぞ
散
啄
か
る
三
工

’
○
○
○
○
○

（
古
今
集
、
二
）

．
‐
‐
Ｉ
Ｊ
Ｏ
、
。

遥
カ
ニ
深
キ
山
ノ
中
ヲ
通
ル
間
、
人
跡
絶
ダ
ル
所
有
り
。
（
今
昔
六
ノ
六
）

’
○
○

下
り
坂
を
走
る
が
如
く
登
り
て
行
け
ば
乱
．
：
Ｑ
・
息
（
宇
治
拾
遺
三
ノ
セ
）

’
○
○
・

伊
勢
尾
張
の
あ
は
ひ
の
海
づ
ら
を
行
く
に
（
勢
語
、
七
二
）

羽
ぐ
く
も
る
君
を
離
れ
て
：
：
（
蔵
、
一
五
、
三
五
七
八
）

‐
串
。
。

‐
夕
『
。
．
●

次
に
「
ｌ
を
別
る
」
は
普
通
「
Ｉ
に
別
る
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
が
、
古
く

は
ま
た
左
側
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
を
別
る
」
の
形
も
用
い
ら
れ
た
。
と
し
て
、

’
○
○

た
ら
ち
ね
の
母
を
別
れ
て
（
寓
葉
、
二
○
、
四
三
四
八
）

’
○
。

悔
し
く
妹
を
別
れ
来
に
け
り

③
“
（
寓
葉
、
一
五
、
三
五
九
四
）

い
○
》
ク
ー
印
■
一
函
亜
旬
巳
↑

’
○
○

逢
坂
に
て
人
を
別
れ
け
る
時
（
古
今
集
、
八
）

’
○
○

Ｆ
寺
一
■
全
『
の
。
Ｌ
Ｇ
ｐ
、
。
一
．
ロ

音
羽
山
の
ほ
と
り
に
て
、
人
を
別
る
と
て

（
古
今
集
、
八
）

’
○
○
○
・

い
に
し
年
、
京
を
わ
か
れ
し
時
（
源
氏
、
須
磨
）

そ
の
他
「
逢
ふ
「
そ
む
く
」
「
た
が
ふ
」
「
帰
依
す
」
等
の
場
合
も
「
を
」
を

Ｉ
Ｊ
Ｏ
。
Ｉ
ｌ
ｏ
ｏ
。
◎

用
い
る
と
し
て
例
を
あ
げ
て
い
る
。
例
え
ば
「
秦
を
脊
か
ず
」
「
僧
ヲ
帰
依
ス

ル
」
（
文
語
文
法
詳
説
四
七
一
頁
）
等
で
あ
る
。

「
を
』
は
ま
た
「
使
役
の
叙
述
に
お
い
て
、
使
役
さ
れ
る
も
の
へ
（
す
な
わ
ち

画
一
夕
口

そ
の
動
作
を
な
す
も
の
）
を
表
わ
す
。
こ
の
場
合
の
動
詞
は
自
動
詞
で
あ
る
。
」

１
．
・

と
し
て
「
死
せ
る
孔
明
生
け
る
仲
達
を
走
ら
し
む
」
（
大
平
記
、
二
○
諸
葛
が
事
）

又
…
を
…
に
て
・
・
ゐ
形
が
平
安
期
に
入
っ
て
用
ゐ
ら
れ
「
か
た
じ
け
な
き
御
心

ば
へ
の
類
な
き
を
頼
み
に
て
交
ひ
給
ふ
。
（
源
氏
、
桐
壷
）
「
か
の
典
薬
の
助
は
、

Ｐ
４
■
■
■
。
》
■

蹴
ら
れ
た
り
し
を
病
に
て
死
に
け
り
」
（
落
窪
、
四
）
右
の
「
類
な
き
を
」
「
蹴

’

ら
れ
た
り
し
を
」
等
は
山
田
先
生
の
続
接
助
詞
に
分
類
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

接
続
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
は
「
活
用
語
の
連
体
形
に
つ
い
て
①
事
実
を
表

、
、
、
、
、
、
、
、

わ
す
語
に
つ
い
て
、
下
に
そ
れ
に
照
応
し
な
い
事
柄
を
述
べ
る
に
用
い
る
」
と

し
、

み
苑
生
の
竹
の
林
に
う
ぐ
ひ
す
は
し
ば
鳴
き
に
し
を
雪
は
降
り
つ
つ

（
寓
葉
、
一
九
、
四
二
八
六
）

二
つ
な
き
も
の
と
思
ひ
し
を
水
底
に
山
端
な
ら
で
出
づ
る
月
影

（
古
今
集
、
一
七
）

の
外
、
「
白
露
は
上
よ
り
置
く
を
い
か
な
れ
ば
萩
の
下
葉
の
先
づ
も
み
づ
ら

む
（
拾
遺
集
、
九
弓
こ
の
国
に
生
れ
ぬ
と
な
ら
ば
嘆
か
せ
奉
ら
ぬ
ほ
ど
ま
で
侍
る

べ
き
を
侍
ら
で
別
れ
ぬ
る
こ
と
、
か
へ
す
が
へ
す
本
意
な
く
こ
そ
」
（
竹
取
）
八

重
桜
は
奈
良
の
都
に
の
み
あ
り
け
る
を
こ
の
頃
ぞ
世
に
多
く
な
り
侍
る
な
る

（
徒
然
草
）
（
日
本
文
法
詳
説
五
二
八
頁
）
以
上
の
用
例
は
、
活
用
語
の
連
体
形
に

接
し
て
思
想
上
の
矛
盾
が
示
さ
れ
る
点
、
山
田
博
士
の
分
類
と
一
致
し
て
い
る
。

。
。
１
１
〃

又
次
の
例
「
白
露
の
色
は
一
つ
を
い
か
に
し
て
秋
の
木
の
葉
を
ち
ぢ
に
染
む
ら

む
（
古
今
）
は
、
「
色
は
と
係
助
詞
「
は
」
を
受
け
た
述
語
と
な
っ
て
い
る
の
で

「
を
」
は
格
助
詞
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
又
「
を
」
を
格
助
詞
に
し
て
も
何
処

に
か
か
っ
て
い
く
か
、
か
か
っ
て
い
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
を
意
味

○
ｏ
１
ｉ

の
上
か
ら
考
え
て
、
．
つ
な
る
を
」
の
略
と
解
す
れ
ば
接
続
助
詞
と
見
る
こ

no



と
が
出
る
る
。
体
言
に
つ
い
た
も
の
と
し
て
は
異
例
だ
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
佐

伯
氏
は
間
投
助
詞
に
し
て
は
と
い
わ
れ
る
（
文
学
十
巻
粍
亭
）
な
お
「
愛
じ
と

、
、
、
、

吾
が
思
ふ
妹
を
」
（
万
葉
、
一
五
、
三
七
五
五
）
「
ひ
と
も
と
と
思
ひ
し
菊
を
大

沢
の
」
（
古
今
集
、
五
）
「
同
じ
枝
を
わ
き
て
木
の
葉
の
移
ろ
ふ
は
一
（
古
今
堵
｝
巽

五
〉
等
も
「
な
る
を
」
の
意
に
解
せ
ら
る
る
と
し
て
接
続
助
詞
に
入
れ
ら
、
れ
て

い
る
。
又
事
実
を
あ
ら
わ
す
語
に
つ
い
て
理
由
、
原
因
を
示
、
す
も
の
ど
し
て

言
戸
今
：
一
言

「
い
よ
い
よ
ら
う
た
げ
に
な
く
を
ふ
と
こ
ろ
に
入
て
な
が
め
ゐ
給
へ
映
（
源
氏
、
》
・

へ
》
一
●
巳
句

若
菜
）
又
上
下
の
事
実
を
た
だ
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
「
垣
の
く
づ
れ
よ
り

通
ひ
け
る
を
度
重
な
り
け
れ
ば
（
古
今
集
、
一
三
）
等
を
も
接
続
助
詞
と
し
て
お

一
《
今
』
一
審
一
宗
一
一

ら
れ
る
。

終
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
は
「
文
節
の
末
に
つ
い
て
感
動
の
意
を
表
わ
さ
・

ｂ
、
、
、

二
一
●
■

文
中
に
も
、
文
の
終
り
に
も
用
い
ら
れ
る
」
と
し
て

－
０
－
●
、
心
や
遅
心
《
。
。
↑
。
》
恥
・
‐

別
れ
な
ば
う
ら
が
な
し
け
む
吾
が
衣
下
に
を
着
ま
せ
（
万
蕊
浄
一
麹
、
三
五
八

口
ｅ
申
ｅ
旬
ク
今
由
壷
●

五
）
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
夢
に
を
継
ぎ
て
見
え
こ
そ
（
同
、
五
、
八
○
強
鐸
萩
祁
花
》

散
る
ら
む
小
野
の
露
霜
に
濡
れ
て
を
行
か
む
（
古
今
集
へ
四
）
又
文
の
終
・
熊
用
い

ら
れ
る
も
の
と
し
て
Ｐ
「
い
ば
玉
の
夜
渡
る
月
に
あ
ら
ま
せ
ば
家
な
る
妹
に
逢

ひ
て
来
ま
し
を
（
万
葉
一
五
、
三
六
七
一
）
「
つ
い
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

か
ど
昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し
を
こ
れ
等
は
殆
ん
ど
山
田
博
士
の
間
投
助
詞

。
ぎ
ぎ
ご
〆
ぐ
っ
．
李
宇

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
い
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
山
田
博
壬
の
終
助
詞
は
こ
れ
に
属
Ｌ
な
い
Ｆ

で
〆
ゲ
〆
。

１
一
斗
（
今
＄
｝

０
－
‘
。
一
一
●
Ｐ
一
″
字
ｊ
・
●
ｐ
《
《
誰
一
一
学
識
Ｐ
０
．
．
↑
。
。
画
。
》

。
ゆ
む
水
・
一
一
ｂ
一
恥
‐
》
色
『
．
己
一

以
上
助
詞
「
を
」
が
格
助
詞
、
接
続
助
詞
、
間
投
助
詞
夷
に
襲
一
う
で
は
鰐
班
塞

“
配
Ｏ
・

詞
）
と
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の
う
ち
、
助
詞
立
謬
」
迩
聯
婚
“
性
格
ｒ
瞳
：
．
一

つ
い
て
も
・
つ
と
も
代
表
的
な
見
解
は
、
枠
即
詠
ど
愈
づ
だ
藤
必
庭
づ
恥
で
嘩
邑
一

・
・
、
『
》
一
・
・
．
《
へ
一
一
一
、
軸
一
・
・
《
《
、
必
・
函
、
一
塞
奔
一
一
・
《
・
一
〆

1

、
、
、
、
、

山
田
先
生
に
よ
れ
ば
、
「
動
態
の
目
標
」
と
い
う
こ
と
が
こ
の
助
詞
の
全
般
に

．
。

つ
い
て
言
へ
る
こ
と
だ
と
い
わ
れ
、
時
枝
博
士
の
場
合
は
、
「
を
」
は
「
述
語
に

対
し
て
強
く
対
立
し
た
も
の
と
し
て
取
り
出
さ
れ
た
時
に
用
ゐ
ら
れ
る
も
の
』

、
、
、
、

０
○
０
。
‐
。
↑

で
、
「
論
理
的
格
に
対
し
て
感
情
的
格
を
表
現
す
る
も
の
」
、
接
続
助
詞
「
を
」
・

に
つ
い
て
は
、
山
田
先
生
は
、
「
約
結
前
件
、
因
果
、
思
想
上
の
矛
盾
、
前
件

を
主
と
し
て
後
件
に
及
ぼ
す
も
の
」
と
し
、
時
枝
博
士
は
「
あ
る
事
柄
が
他
の

（
６
）

別
の
動
作
感
情
を
制
約
す
る
語
」
だ
と
し
、
佐
伯
博
士
は
「
終
止
し
た
も
の
の
；

（
７
）

次
に
余
情
に
近
い
内
容
の
も
の
を
お
く
と
続
い
て
行
く
言
葉
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
」
と
し
、
こ
う
し
て
接
続
助
詞
は
発
達
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

、
、
、
、

又
湯
沢
博
士
は
、
「
事
実
を
表
わ
す
語
に
つ
い
て
、
下
に
そ
れ
に
照
応
し
な

、
、
、

。
◎
。
Ｏ

；
１

い
事
柄
を
述
べ
る
と
し
、
次
に
間
投
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
ｎ

は
山
田
博
士
の
間
投
助
・
詞
が
「
重
く
調
子
を
添
え
、
更
に
感
動
を
表
わ
す
も
の
」
〆

と
し
て
前
に
触
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
、
時
枝
博
士
晦
嚇
軌
跡
卦
と
し
《
（
日
本
文

↑
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

法
文
語
篇
二
○
七
頁
）
「
後
続
す
る
思
想
を
省
略
す
る
場
合
や
「
事
の
原
因
、
機

、
、
、
、
、
、

縁
の
み
が
表
現
」
さ
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
反
面
、
：
佐
伯
、
湯
沢
両
博
士
は
共

、
Ｑ
、

に
終
助
詞
と
し
て
取
扱
い
佐
伯
博
士
は
「
強
い
詠
嘆
若
し
く
は
感
動
が
感
じ
ら

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
る
も
の
」
と
し
湯
沢
博
士
は
「
文
節
の
末
に
つ
い
て
感
動
の
意
を
表
わ
す
」

．
、
、
、
、

。
。
。
◎
↓
．
．
ｚ
唯

と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
表
現
上
の
特
色
は
あ
る
が
格
助
詞
に

お
い
て
は
、
山
田
、
時
枝
両
博
士
に
共
通
の
点
が
あ
り
、
橋
本
、
佐
伯
、
湯
沢

０
○
○
○

博
士
は
そ
れ
ぞ
れ
に
梢
々
異
っ
た
見
解
が
伺
わ
れ
る
し
、
接
続
助
詞
に
つ
い
て

は
、
山
田
、
時
枝
、
湯
沢
博
士
に
同
主
旨
の
見
解
が
見
ら
れ
、
佐
伯
博
士
の
見
解
が

。
。
。
◎
韮
へ
、

異
り
、
間
投
助
詞
に
つ
い
て
は
、
山
田
、
時
枝
両
博
士
に
似
通
っ
た
見
解
が
見

■
■
一
つ
●
葬

り
↑
、
缶
伊



９
‐
Ｊ
０
Ｕ
‐
■
ｆ
、
』
■
‐
。
。
▽

、
、
、

ら
れ
、
佐
伯
、
湯
沢
両
博
士
は
こ
れ
を
終
助
詞
と
し
て
取
扱
っ
て
お
ら
れ
る
。
｜
》

し
か
し
終
助
詞
に
つ
い
て
山
田
先
生
は
へ
「
こ
の
助
詞
ど
も
は
こ
れ
が
附
属
す

、
、
、
、

る
に
よ
り
て
陳
述
が
完
結
す
る
も
の
に
し
て
、
之
を
除
き
去
る
時
は
文
の
精
神

（
８
）

を
変
ず
る
こ
と
あ
り
」
と
し
て
「
間
投
助
詞
と
は
大
い
に
異
な
る
言
点
が
あ
る
助

詞
で
、
希
望
、
命
令
、
感
動
（
詠
嘆
）
を
同
時
に
装
示
し
文
の
終
止
を
な
し
得

◎

る
も
の
」
と
し
て
「
を
』
を
こ
の
中
に
入
れ
な
い
で
峻
別
さ
れ
て
い
る
。

◎

こ
う
し
て
助
詞
「
を
」
の
も
つ
職
能
、
性
格
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は

。

、
、
、
、
、

い
え
意
見
の
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
特
に
「
格
助
詞
「
を
」
は
「
動
態
の
目
標

、
、
、
、

を
示
し
、
述
語
に
対
し
て
対
立
的
で
あ
り
、
感
情
的
格
で
あ
る
こ
と
が
特
質
と

Ｏ

し
て
理
解
さ
れ
る
。
（
以
上
圏
点
は
稿
者
）
こ
の
格
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
は
、

◎

松
尾
捨
次
郎
博
士
が
、
．
、
を
は
目
的
語
に
必
要
で
は
な
い
。
二
、
反
戻
の

。

。

◎

意
を
、
三
、
自
動
詞
に
か
か
る
を
、
四
、
形
容
詞
に
か
か
る
を
、
五
、
か
か
る

。

○
（
９
）

所
の
な
い
を
、
六
、
を
の
結
語
」
と
し
て
論
述
さ
れ
て
い
る
の
で
、
前
述
の
各

◎

説
と
比
較
し
つ
つ
「
を
」
の
本
質
に
つ
い
て
更
に
追
究
し
て
見
た
い
。
先
づ
同

博
士
は
富
士
谷
成
章
の
（
あ
ゆ
ひ
抄
」
の
左
の
分
類
、
．

を
あ
げ
更
に
御
枝
の
「
酒
は
飲
む
為
に
か
み
、
書
は
見
む
為
に
作
れ
る
も
の
な

’

る
が
故
に
、
酒
を
飲
み
、
書
を
見
る
、
と
は
い
ふ
く
か
ら
ず
。
も
し
目
し
ひ
た

一
璽
耀
雛
職
撫
獅
剛
憾
ｉ
Ｉ
の
”

一
割
誇
岬
呼
班
や
一
抽
娼
一
拍
唯
一
州
《
恥
一
割
御
１
１
‐
‐
１
‐
！

ー

る
人
の
ふ
み
を
読
み
、
病
め
る
人
の
酒
を
飲
ま
ば
、
必
ず
を
も
じ
お
く
べ
し
」

又
古
今
集
「
風
吹
け
ば
沖
つ
白
波
た
っ
た
山
」
の
左
注
に
「
夜
ふ
く
る
ま
で
琴

を
か
き
な
ら
し
つ
つ
打
嘆
き
て
、
此
の
を
文
字
は
琴
引
く
べ
き
機
嫌
な
ら
ぬ

に
、
心
な
ら
ず
ひ
く
様
を
思
は
せ
た
る
な
り
。
」
を
引
用
し
て
此
の
説
を
肯
定

さ
れ
更
に
「
父
母
を
見
れ
ば
た
ふ
と
し
。
妻
子
見
れ
ば
め
ぐ
し
う
つ
く
し

（
葛
、
五
）
の
例
を
あ
げ
「
父
母
を
見
る
の
は
、
あ
り
ふ
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
取
り
た
て
て
言
ふ
の
は
普
通
で
な
い
か
ら
、
を
を
用
い
た
の
で
あ
る
。

又
妻
子
を
見
る
は
自
然
の
順
序
で
、
珍
ら
し
い
こ
と
と
い
ふ
感
じ
は
な
く
な

る
。
そ
れ
で
を
を
用
い
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
山
田
博
士
の
「
格
助
詞
の
誤
用
は
全
句
の
意
義
に
大
な
る
影
響
あ
り
」
『
か

く
重
要
な
る
も
の
に
も
拘
ら
ず
、
時
と
し
て
之
を
脱
落
し
て
示
さ
ざ
る
こ
と
あ

り
」
と
い
う
「
を
」
「
に
」
の
例
を
取
り
上
げ
、
松
下
博
士
の
、
「
を
」
は
他

動
の
意
義
を
明
確
に
導
く
」
と
い
う
説
と
が
著
し
く
差
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら

◎

れ
て
い
る
が
、
松
下
博
士
の
、
「
を
」
は
山
田
博
士
の
「
を
」
か
ら
見
れ
ば
「
を
」

の
一
面
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
山
田
博
士
は
既
に
「
動
作
の
影
響
を
直

接
に
受
ぐ
る
対
者
（
日
本
文
法
学
概
総
四
一
三
頁
）
に
お
い
て
説
明
し
た
も
の
の
う

ち
第
一
に
属
す
る
も
の
で
富
士
谷
の
軽
き
「
を
」
で
あ
る
。
た
だ
松
尾
博
士
は

「
を
」
は
元
来
な
い
の
が
本
体
で
あ
っ
た
。
さ
う
し
て
、
其
の
語
が
目
的
で
あ

る
こ
と
を
特
に
示
す
場
合
に
限
っ
て
、
を
を
添
へ
た
の
で
あ
る
。
」
と
い
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
「
語
勢
を
強
め
む
が
為
、
例
え
ば
「
谷
川
の
う
ち
出
づ
る
波

も
声
（
ヲ
）
立
て
つ
鴬
（
ヲ
）
さ
そ
へ
春
の
山
風
」
と
い
う
山
田
先
生
の
説
に

は
若
干
の
隔
り
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
用
言
の
意
義
よ
り
し
「
要
用
」

だ
と
す
る
思
想
と
、
必
要
に
応
じ
て
「
添
え
た
」
と
す
る
考
え
か
ら
来
た
も
の
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と
思
わ
れ
る
。
二
、
反
戻
の
を
は
、
い
わ
ゆ
る
因
果
、
思
想
上
の
矛
盾
と
い
わ

れ
る
山
田
先
生
の
接
続
助
詞
に
該
当
す
る
も
の
で
、

つ
ば
ら
に
も
見
つ
つ
行
か
む
を
し
ば
し
ば
も
見
放
け
む
山
を
情
無
く
雲
の
か

く
さ
ふ
く
し
や
（
蕗
、
一
）
限
り
あ
ら
む
道
に
も
お
く
れ
先
だ
た
じ
と
契
ら
せ
給

ひ
け
る
を
さ
り
と
も
打
捨
て
て
は
え
行
き
や
ら
じ
（
桐
壷
）
今
ま
で
と
ま
り
侍

る
が
い
と
愛
き
を
か
か
る
御
使
の
蓬
生
の
露
分
け
入
り
給
ふ
に
つ
け
て
も
い
と

恥
し
う
な
む
（
桐
壷
）
こ
れ
等
は
普
通
の
日
的
を
示
す
も
の
と
し
て
「
の
に
」
な

ど
と
い
う
反
戻
の
意
が
強
い
と
さ
れ
る
の
で
接
続
助
詞
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

ａ
ｌ
（
ｍ
）

る
。
し
か
し
「
見
奉
り
て
、
委
し
く
御
有
様
も
奏
し
侍
ら
ま
ほ
し
き
を
ま
ち
お

ｂ
ｌ

は
し
ま
す
ら
ん
を
、
夜
ふ
け
侍
り
ぬ
く
し
（
桐
壷
）
の
よ
う
な
も
の
は
、
ａ
は

ま
こ
と
に
微
妙
で
希
求
と
矛
盾
が
交
錯
し
た
一
種
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
り
ｂ
も
矛

盾
（
反
戻
）
で
あ
る
か
ら
接
続
助
詞
と
見
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は

れ
る
。さ

て
次
に
三
、
自
動
詞
に
か
か
る
を
に
つ
い
て
は
普
通
の
名
詞
に
を
を
附
け

た
も
の
の
自
動
詞
に
か
か
る
例
が
相
当
あ
る
例
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
者
が
目
的
格
と
自
動
詞
が
同
時
に
動
態
に
お
か
れ
る
と

す
る
点
に
つ
い
て
後
述
し
よ
う
と
思
う
の
で
次
の
四
、
形
容
詞
に
か
か
る
を
に

つ
い
て
、
紫
の
匂
へ
る
妹
を
に
く
く
あ
ら
ぱ
人
妻
ゆ
ゑ
に
我
恋
ひ
め
や
も
（
蔵
、

一
）
と
け
が
た
く
は
づ
か
し
げ
に
思
ひ
し
づ
ま
り
た
ま
へ
る
を
さ
う
人
‐
、
し
く

て
（
帯
木
）
等
の
例
が
あ
り
こ
れ
等
は
「
普
通
の
目
的
を
示
す
を
を
形
容
詞
で

受
け
る
も
の
と
見
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
で
い
る
が
、
こ
の
分
類
の
仕
方
に
つ
い

て
は
、
語
の
機
能
の
面
か
ら
見
て
「
妹
を
」
は
格
を
あ
ら
は
し
て
お
り
、
「
し

づ
ま
り
給
へ
る
を
」
は
連
体
形
に
接
し
矛
盾
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
接
続
助

詞
に
分
類
し
た
方
が
よ
く
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
松
尾
博
士
は
結
論
と
し
て
言
語
発
生
の
起
源
が
、
第
一
段

階
と
し
て
感
嘆
の
声
や
擬
声
音
か
ら
出
発
し
、
更
に
観
念
の
聯
結
性
並
に
分
解

の
結
果
言
語
が
生
れ
た
と
し
て
「
を
も
最
初
は
、
驚
嘆
又
は
注
意
喚
起
或
は
強

調
の
声
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
を
の
み
で
な
く
は
も
か
や
な
む
等

は
疑
も
な
く
感
嘆
の
声
に
起
源
を
有
す
る
」
と
い
わ
れ
、
最
後
に
「
を
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
結
論
さ
れ
た
。
そ
れ
を
稿
者
に
於
い
て
要
約
す
れ
ば
、
を
は

元
来
格
を
表
わ
す
者
で
は
な
く
一
の
感
嘆
の
声
で
あ
っ
た
。
古
事
記
の
歌
等
に

を
の
附
い
た
目
的
が
少
い
の
も
、
を
を
省
い
た
の
で
は
な
く
、
元
来
が
之
を
必

要
と
し
な
か
っ
た
。
奈
良
朝
以
後
に
な
っ
て
、
目
的
以
外
に
附
く
こ
と
は
少
く

な
っ
た
が
、
し
か
し
其
と
て
も
目
的
に
絶
対
必
要
な
の
で
は
な
く
、
目
的
の
下

に
無
い
の
は
之
を
省
い
た
の
で
は
な
い
。
唯
或
語
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を
故
ら

に
明
ら
か
に
す
る
必
要
の
あ
る
時
に
之
を
附
け
る
の
で
あ
っ
て
が
が
主
語
を
特

示
す
る
の
と
似
て
い
る
。
を
が
目
的
を
特
示
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
後
の
人

も
感
嘆
の
語
と
し
て
で
な
く
、
意
識
的
に
之
を
自
動
詞
や
形
容
詞
の
上
に
用
い

る
こ
と
も
あ
る
。
即
ち
自
動
詞
や
形
容
詞
を
他
動
詞
に
見
な
し
て
、
ね
を
な
く

神
の
社
を
の
む
、
人
を
別
る
な
ど
の
を
は
之
を
用
い
る
人
が
自
動
詞
的
に
意
識

し
て
用
い
た
の
で
な
く
他
動
詞
的
（
目
的
終
的
）
意
識
が
あ
っ
て
さ
う
い
う
表
現

、
、
、
、
、
、

を
選
ん
だ
。
結
局
、
通
常
の
目
的
と
ち
が
っ
て
反
戻
又
は
矛
盾
と
い
う
点
が
高

度
の
表
現
意
識
だ
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
最
後
に
、
「
ぬ
れ
て
を
行
か
む
」

「
船
渡
せ
を
」
等
は
、
原
始
的
用
法
の
残
存
し
た
も
の
で
、
感
嘆
の
意
の
詞
と

見
る
べ
き
だ
と
い
わ
れ
傾
聴
す
べ
き
見
解
を
示
さ
れ
た
。

Ｏ

佐
伯
博
士
は
山
田
博
士
の
「
を
」
の
分
類
に
つ
い
て
、
「
格
助
詞
と
間
投
助
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０

．

詞
と
の
区
別
が
困
難
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
「
京
都
乎
遠
み
、
心
乎
痛
み
、

の
例
を
上
げ
、
「
心
を
」
と
「
術
み
」
、
「
都
を
」
と
「
遠
み
」
の
関
係
は
主
語
述

○

語
の
関
係
と
い
ふ
や
う
に
な
る
わ
け
で
、
「
水
を
飲
み
」
の
場
合
と
は
全
く
違

◎

ふ
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
と
い
っ
て
「
心
を
痛
み
」
は
間
投
助
詞
、
「
水

。

〈
ｕ
）

を
飲
み
」
は
格
助
詞
と
す
べ
き
を
困
難
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
山
田
先
生

◎

は
「
痛
み
は
痛
し
と
い
う
語
を
動
詞
化
せ
し
め
た
る
も
の
な
り
」
と
し
て
「
野

○乎
奈
都
可
之
美
、
等
の
例
を
上
げ
て
、
「
な
つ
か
し
み
」
は
「
な
つ
か
し
き
に

０

．

０

よ
り
て
」
な
ど
と
い
ふ
を
可
と
す
。
さ
て
又
「
心
乎
」
「
野
乎
」
な
ど
の
「
を
」

は
格
助
詞
処
分
す
る
意
あ
り
や
と
い
ふ
に
し
か
は
見
え
ず
。
こ
れ
は
古
く
行
は

れ
た
る
感
動
の
助
詞
に
て
力
強
く
い
ふ
に
止
ま
れ
り
」
（
万
葉
集
識
義
巻
一
（
五
）

。

と
い
っ
て
間
投
助
詞
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
心
を
痛
み
、
の
を
は
、
処
分

す
る
の
で
は
な
く
心
に
種
々
の
物
思
ひ
を
す
る
こ
と
で
、
感
動
と
さ
れ
た
の
で

。

。

あ
る
。
さ
ら
に
、
格
助
詞
の
「
を
」
と
間
投
助
詞
の
「
を
」
と
判
別
し
に
く
い

点
と
し
て
、

Ｏ

Ｈ
お
も
ほ
え
ず
来
ま
し
し
君
乎
佐
保
川
の
か
は
づ
聞
か
せ
ず
か
へ
し
つ
る

か
も
（
寓
、
六
、
一
○
○
四
）

０

口
烏
と
ふ
大
を
そ
鳥
の
ま
さ
で
に
も
来
ま
さ
ぬ
君
を
こ
ろ
く
と
ぞ
鳴
く

（
葛
、
十
四
、
三
五
二
一
）０

国
あ
ら
た
へ
の
藤
江
の
浦
に
す
ず
き
釣
る
あ
ま
と
か
見
ら
む
旅
ゆ
く
吾
を

（
繭
、
三
、
二
五
二
）

○

Ｈ
の
を
に
つ
い
て
は
、
略
解
、
総
索
引
が
格
助
詞
説
を
と
っ
て
い
る
の
に
対

◎

し
て
、
古
義
、
新
考
、
全
釈
、
総
釈
、
評
釈
等
み
な
「
を
」
を
間
投
助
詞
と
見

、
、
、
、
、
、

て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
君
な
る
も
の
を
と
見
て
、
間
投

助
詞
に
す
る
こ
と
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
只
、
君
を
ば
と
い
う
よ
う
に
格
を
示

す
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
理
窟
に
な
る
か
ら
格
助
詞
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま

い
。

口
に
つ
い
て
佐
伯
博
士
は
、
「
こ
れ
も
通
常
…
君
な
る
に
」
と
い
ふ
や
う
に

解
し
て
、
間
投
助
詞
と
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
が
、
稿
者
は
、
「
君
な
る
に
」

と
解
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
む
し
ろ
接
続
助
詞
と
見
る
べ
き
で
、
こ
の
歌
の

Ｏを
を
境
に
し
て
前
件
、
後
件
の
対
立
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
接
続
助
詞
と
解
し

た
も
の
を
適
当
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。

０

国
に
つ
い
て
も
「
吾
を
」
を
「
間
投
助
詞
と
見
る
の
が
普
通
の
よ
う
だ
」
と

、
、
、
、
、

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
間
投
助
詞
説
す
な
わ
ち
「
我
な
る
も
の

、を
」
と
い
っ
た
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
講
義
や
沢
潟
博
士
の
注
釈
、
総
索
引
が

格
助
詞
説
を
と
っ
て
い
る
の
を
も
っ
て
、
二
様
に
解
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
な
ぜ
間
投
助
詞

。
◎

の
よ
う
に
解
釈
し
が
ち
か
と
い
う
と
、
「
と
か
み
ら
む
」
と
い
う
係
結
び
の
強

、
、
、
、
、

調
が
反
映
し
て
、
し
た
が
っ
て
な
る
も
の
を
と
い
っ
た
解
釈
に
な
る
の
で
あ

◎

る
。
「
旅
行
く
吾
を
あ
ま
と
か
見
ら
む
」
と
い
う
よ
う
に
考
え
て
見
れ
ば
、
「
を

ば
」
で
よ
く
、
間
投
助
詞
と
見
る
ま
で
も
な
く
格
助
詞
と
せ
ら
れ
た
意
見
に
異

論
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○

。

次
に
接
続
助
詞
「
を
」
と
間
投
助
詞
の
「
を
」
と
の
判
別
し
に
く
い
点
と
し

て
、

○

Ｈ
白
露
の
色
は
一
つ
を
い
か
に
し
て
秋
の
木
の
葉
を
ち
ぢ
に
染
む
ら
む

（
古
今
集
）

ロ
武
蔵
野
の
草
葉
も
る
む
き
か
も
か
く
も
君
が
ま
に
ま
に
吾
は
よ
り
に
し

◎

を
（
薦
、
十
四
、
三
三
七
七
）
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○

国
縦
ふ
り
鹿
島
の
神
を
祈
り
つ
つ
す
め
ら
み
く
さ
に
我
は
来
に
し
を

（
関
、
二
十
、
四
三
七
○
）

ｏ

卿
…
…
い
や
つ
ぎ
つ
ぎ
に
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
を
そ
ら
に
み
つ
大
和
を

お
き
て
（
蝿
、
一
、
二
九
）

Ｏ

鯛
都
べ
に
君
は
い
に
し
乎
誰
と
け
か
我
が
紐
の
締
の
結
ぶ
手
た
ゆ
き
も

（
脚
、
十
二
、
三
一
八
三
）

を
あ
げ
「
活
用
す
る
語
を
承
け
た
「
を
」
で
下
に
つ
づ
く
気
持
の
も
の
は
接
統

Ｏ

助
詞
、
体
言
や
体
言
的
な
も
の
を
承
け
た
「
を
」
は
下
に
つ
づ
く
気
持
の
も
の

で
も
間
投
助
詞
と
認
め
る
と
決
め
れ
ば
あ
る
程
度
は
っ
き
り
し
て
来
る
」
と
い

わ
れ
る
。
稿
者
は
こ
の
専
問
学
者
と
し
て
の
優
れ
た
意
見
に
導
か
れ
な
が
ら

も
、
接
続
助
詞
が
感
動
性
に
う
す
く
、
因
果
、
対
立
、
結
合
の
関
係
が
明
ら
か

に
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
に
反
し
、
間
投
助
詞
が
重
い
調
子
と
感
動
と
、

更
に
文
の
法
格
に
影
響
せ
ぬ
自
由
性
と
を
特
質
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
点
を
思

う
と
、
な
お
一
点
の
疑
念
が
な
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
Ｈ
の
場
合
こ
れ
を
「
接
続
助
詞
に
入
れ
ら
れ
る
の
で
区
別
が
む
づ
か
し

（
狸
）
。
Ｏ

く
な
る
。
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
．
つ
な
る
を
」
の
を

、
、
、
、
、

は
感
動
と
見
る
事
は
無
理
で
、
こ
れ
は
、
一
つ
な
る
に
と
い
ふ
い
わ
ば
理
由
を

述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
理
由
が
、
反
対
の
矛
盾
し
た
結
果
とＯ

し
て
秋
の
木
の
葉
を
ち
ぢ
に
染
め
る
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
た
時
に
こ
の
を

は
、
前
後
の
文
を
結
び
つ
け
る
役
目
を
果
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
か
ら
接
続
助

詞
と
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。

次
に
。
及
び
国
の
場
合
は
、
用
言
の
連
体
形
に
つ
い
て
感
動
を
あ
ら
わ
す
と

共
に
、
句
の
終
止
に
つ
い
て
希
求
の
語
法
の
下
に
つ
く
も
の
と
し
て
、
間
投
助

（
鯛
）

詞
に
解
さ
れ
る
。
口
の
場
合
、
評
訳
、
「
随
っ
て
来
て
い
た
の
に
」
、
丸
琴
「
寄

（
賑
）

り
添
い
ま
し
た
の
に
」
、
全
註
釈
「
ヲ
は
下
に
そ
れ
だ
の
に
の
意
を
含
ん
で
い

る
。
」
国
の
場
合
は
、
評
釈
「
来
た
こ
と
で
あ
る
よ
」
、
大
系
「
出
か
け
て
来
た

の
だ
」
、
全
註
釈
「
ヲ
は
感
動
の
助
詞
」
と
あ
る
よ
う
に
調
子
が
加
わ
っ
て
頑

葱
し
く
感
動
詠
嘆
と
見
ら
れ
る
の
で
同
博
士
も
間
投
助
詞
と
し
て
を
ら
れ
る

が
、
凶
及
び
国
の
場
合
に
は
「
後
二
者
の
方
は
次
に
続
く
や
う
に
感
じ
ら
れ
る

Ｏ

が
、
そ
れ
は
前
後
の
意
味
の
関
係
か
ら
さ
う
な
る
だ
け
で
、
文
法
上
は
「
を
」

で
切
れ
た
形
の
も
の
と
見
て
一
向
さ
し
つ
か
へ
は
な
い
竺
己
と
い
わ
れ
る
。
け

Ｏ

れ
ど
も
、
卿
の
父
の
を
は
、
述
語
に
つ
い
て
し
か
も
後
の
文
の
述
素
と
な
る
ぱ

○

か
り
で
な
く
「
天
の
下
知
ら
し
め
し
し
を
大
和
を
お
き
て
」
と
約
結
の
条
件
が

示
さ
れ
て
文
が
連
続
し
て
は
じ
め
て
意
味
が
わ
か
る
の
で
あ
る
し
、
鋤
の
「
君

◎

は
い
に
し
乎
誰
解
け
か
」
の
場
合
も
対
立
し
て
い
る
文
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
文
意
は
断
》
絶
し
な
い
、
よ
し
形
の
上
で
は
切
れ
た
と
し
て
も
思
想
の
断
絶倒

を
来
た
さ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
接
続
助
詞
と
し
て
区
別
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。
い
ち
い
ち
註
釈
書
の
殆
ん
ど
を
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
卿
に
つ
い
て
講
義

Ｏ

（
肥
）

は
、
「
を
」
は
力
強
く
押
へ
て
下
に
接
続
す
る
意
あ
り
」
と
し
、
古
典
文
学
大

系
万
葉
集
は
、
「
天
下
を
お
治
め
に
な
っ
た
大
和
の
国
を
す
て
て
奈
良
山
を
越

え
、
何
と
お
恩
ひ
に
な
っ
た
か
ら
か
」
と
、
「
お
も
ほ
し
め
せ
か
」
に
続
け
、

（
Ⅳ
）

固
の
場
合
、
註
釈
は
、
「
君
は
行
っ
て
し
ま
は
れ
た
の
に
、
誰
が
解
け
ば
か
」

大
系
「
君
は
い
っ
て
し
ま
わ
れ
た
の
に
誰
が
解
く
か
ら
か
」
と
な
っ
て
い
る
。

Ｏ

○

．

こ
う
し
て
、
格
助
詞
「
を
」
と
「
間
投
助
詞
「
を
」
更
に
間
投
助
詞
「
を
」
と

Ｏ

接
続
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
の
区
別
は
、
判
別
の
点
を
考
慮
す
る
と
共
に
、
一

（
咽
）

方
で
は
歴
史
的
に
そ
の
歌
や
文
に
即
し
て
慎
重
を
要
す
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
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ぱ
な
ら
な
い
。
佐
伯
梅
友
博
士
が
説
か
れ
る
よ
う
に
、
「
万
葉
の
時
代
を
考
え

て
、
ど
う
よ
ん
だ
の
が
一
番
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
決
め
」
ら
る
べ
き
だ
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
、
特
に
万
葉
語
の
研
究
家
と
し
て
著
名
な
同
博
士
の
論
文
に
敬

意
を
表
し
つ
つ
も
卑
見
を
述
べ
さ
せ
て
麓
っ
た
次
第
で
あ
る
。

こ
の
助
詞
「
を
」
は
元
来
間
投
助
詞
で
あ
っ
た
も
の
が
、
格
助
詞
、
接
続
助

（
”
）

詞
へ
と
用
法
が
き
ま
っ
た
も
の
、
と
さ
れ
、
今
泉
忠
義
博
士
も
同
じ
く
間
投
助

（
卯
）

詞
か
ら
の
娠
成
の
経
過
を
格
助
詞
、
接
続
助
詞
と
見
ら
れ
て
、
そ
し
て
元
来
上

（
副
）

代
に
弓
。
と
強
く
発
音
し
た
こ
と
か
ら
の
派
生
で
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
松

Ｏ

（
型
）

尾
博
士
の
「
を
」
は
も
と
．
元
で
感
嘆
」
で
あ
る
と
い
は
れ
る
こ
と
に
同
意

見
が
見
ら
れ
る
。
山
田
博
士
は
奈
良
朝
文
法
史
に
お
い
て
間
投
助
詞
を
説
か

れ
、
格
助
詞
、
接
続
助
詞
も
説
か
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
で
あ
り
そ
し
て
格
助

○

詞
の
「
を
」
は
、
歌
文
に
は
し
ば
し
ば
省
か
る
る
例
と
し
て
う
夕
や
み
は
み
ち

た
づ
た
づ
し
月
（
ヲ
）
待
ち
て
ゆ
か
せ
わ
が
せ
こ
其
の
ま
に
も
見
む
」
等
を
上

郁董
’4'｜’
27613

間
投
助
詞
－
１
－
９

合
計
一
岨
朋

■
凸
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
■
Ｉ
Ｊ
Ｉ

１
１

－

’31891
41961

106
一

128

2

15

賜
一
Ⅳ

51271 21 323

’ ’叫
一
刺
一
刻

I

帥
一
鮒
Ⅶ

４
’
－
７

３
４
１

４
２
９
１

－
７

６

’8 6

’ Ｉ’ 579 50 2 5

１
１

１
１
１

伽
一
噸
一
ｍ

”
皿
一
％
’

鴫
一
、
｜
｜
皿

皿
一
、
一
辺

３
－
２
５ ’
’'’ 8013 4

０

．

へ
鋤
）

げ
ら
れ
、
接
続
助
詞
「
を
」
は
格
助
詞
「
を
」
よ
り
転
成
し
た
も
の
と
せ
ら
れ

て
い
る
。

Ｏ

そ
こ
で
万
葉
集
に
お
い
て
助
詞
「
を
」
は
、
い
か
に
分
布
さ
れ
て
い
る
か
そ

（
割
）

れ
を
万
葉
集
総
索
引
の
単
語
篇
よ
り
検
出
し
て
見
る
と
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
正
宗
敦
夫
氏
が
断
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
山
田
博
士
の
文
法

論
、
文
法
史
に
拠
ら
れ
た
も
の
で
日
本
文
法
講
義
の
分
類
方
法
を
と
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

正
宗
氏
と
別
の
人
と
に
分
類
に
つ
い
て
異
論
の
あ
る
も
の
、
例
え
ば
間
投
助

詞
と
見
る
向
き
と
接
続
助
詞
と
見
る
向
き
に
よ
っ
て
多
少
の
差
は
あ
る
に
せ

よ
、
そ
の
殆
ん
ど
の
大
要
は
充
分
伺
い
知
り
得
べ
き
貴
重
の
書
で
あ
る
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
全
数
一
六
五
三
の
う
ち
、
格
助
詞
が
八
五

％
、
接
続
助
詞
が
四
％
、
間
投
助
詞
が
二
％
で
あ
る
。

こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
能
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
格
助
詞
が
圧
倒
的
に
多

75

'41
15

97
－

107

8

15

82
－

87

７
５

'’51 3916 33

5161
215

'7641
'81491

75

56

517

31'21
－－

816919

9720 82

17916531401計 73

、
格
助
詞
が
圧
倒
的
に
多

い
の
は
句
の
成
立
に
欠
く

こ
と
の
出
来
ぬ
も
の
で
あ

る
こ
と
を
示
し
、
間
投
助

詞
の
比
率
が
高
い
の
は
歌

詞
と
し
て
の
そ
れ
が
感
動

を
表
わ
す
た
め
に
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
と
い
え
よ

う
Ｑ
さ
て
、
そ
の
う
ち
稿
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が
取
り
上
げ
て
特
に
論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
即
ち
、
巻
十
五
の
二
首
と
此
は
遣
二
新
羅
国
一
使
に
留
れ
る
妻
の
贈
歌
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
さ
て
こ
の

巻
二
十
の
三
首
に
つ
い
て
で
あ
る
。

歌
に
関
係
す
る
次
の
夫
の
答
歌
に
「
大
船
に
妹
乗
る
も
の
に
あ
ら
ま
せ
ぱ
羽
ぐ

三
く
み
も
ち
て
行
か
ま
し
も
の
を
」
こ
の
歌
に
つ
い
て
古
義
に
「
大
船
に
妹
が
乗

タ
グ

て
副
ひ
行
も
の
に
て
あ
る
ぞ
な
ら
ば
鳥
の
雛
を
母
の
羽
に
裏
む
ご
と
く
撫
愛
み

格
助
詞
「
を
」
の
う
ち
、
体
言
（
主
者
）
を
受
け
る
「
を
」
が
叙
述
を
な
す

動
詞
（
対
者
）
と
を
同
時
に
動
態
に
導
く
も
の
に
つ
い
て
、
稿
者
は
左
の
五
首
て
行
か
ま
し
も
の
を
さ
る
こ
と
も
叶
は
ね
ば
い
と
ど
残
り
多
し
と
な
り
」
と
い

を
万
葉
集
全
歌
集
中
か
ら
検
出
し
た
。
っ
て
い
る
の
と
思
い
合
せ
て
見
る
と
妻
の
歌
の
方
が
感
情
が
烈
し
か
っ
た
こ
と
、
Ｏ

が
よ
く
わ
か
る
。
次
に
代
匠
記
は
「
鳥
の
子
は
母
を

Ｏ

の
祁
武
揮
能
鋪
弱
伊
哩
虹
維
緒
鳴
調
倶
域
髭
硫
岐
崇
坪
破
捺
札
這
稽
誹
鞠
乏
叔
搭
乏
、
、
、
、
、
、
、
、

。

離
れ
て
そ
だ
た
ね
ば
」
と
い
っ
て
当
を
得
た
簡
明
な

③
測
乞
喉
癖
郷
噂
按
哩
塚
硫
術
州
呼
偲
浪
授
之
壱
域
牧
乞
域
鰍
坪
伽
珂
札
岐
稲
稼
痢

説
明
を
加
え
て
い
る
が
古
義
は
、
全
休
と
し
て
委
曲

Ｏ

帥
郡
多
多
美
気
米
牟
良
自
加
己
蘇
乃
波
波
利
蘇
乃
波
波
乎
波
奈
例
昼
由
久
我
加
奈
之
佐
、
。
、
、
、

Ｊ
１
４
ク
タ
ミ
ケ
メ
ム
ラ
ジ
ガ
イ
ソ
ノ
ハ
ナ
リ
ソ
ノ
ハ
ハ
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
ユ
ク
ガ
カ
ナ
シ
サ

は
尽
し
て
い
る
も
の
の
君
に
別
れ
て
云
々
が
助
詞

◎

側
恥
窃
浪
蜘
柵
鋤
破
披
呼
痢
柳
例
君
椛
許
等
伽
例
移
俳
迄
伽
哩
畷
報
液
領
域
蝿
嘩
伽
栂
「
を
」
に
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
。
次
に
全
釈
は
、
こ

◎

紛
握
美
知
乃
倍
乃
宇
万
良
能
宇
礼
爾
波
保
麻
米
乃
可
良
麻
流
伎
美
乎
波
可
礼
加
由
加
牟
の
部
分
の
語
釈
は
な
い
が
通
解
で
「
可
愛
が
っ
て
下

ミ
チ
ノ
ヘ
ノ
ウ
マ
ラ
ノ
ウ
レ
ニ
ハ
ホ
マ
メ
ノ
カ
ラ
マ
ル
キ
電
、
ヲ
ハ
カ
レ
カ
ユ
カ
ム

◎

、
、
◎
、
、
、

こ
れ
等
の
用
例
の
助
詞
「
を
」
に
関
係
す
る
部
分
の
解
釈
を
今
現
存
の
、
全
さ
る
貴
方
に
離
れ
て
」
と
し
、
評
の
方
で
「
羽
具
久
毛
流
と
い
う
言
葉
を
夫
婦

註
釈
書
に
よ
っ
て
見
る
と
、
例
仙
②
共
に
天
平
八
、
九
年
遣
二
新
羅
一
使
人
等
の
関
係
に
使
っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
夫
に
抱
擁
せ
ら
れ
、
力
強
い
腕
に
す
が
っ
て

訣
別
の
歌
で
あ
る
。
代
匠
記
は
、
ヌ
グ
ク
モ
ル
は
は
ぐ
く
め
る
な
り
。
烏
の
い
た
女
の
感
情
が
三
句
以
下
生
々
し
く
盛
ら
れ
て
」
い
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て

。

○

◎
◎

子
は
母
を
離
れ
て
は
そ
だ
た
ね
ば
恋
に
死
ぬ
べ
し
と
も
寄
せ
た
り
「
（
以
下
原
文
い
る
。
総
釈
〈
今
井
邦
子
氏
）
は
語
釈
で
「
君
興
を
離
れ
で
」
は
貴
方
か
ら
離
れ

の
ま
ま
）
略
解
、
「
羽
ぐ
く
も
る
は
烏
の
雛
を
羽
が
ひ
に
含
を
云
う
。
巻
九
我
子
て
の
意
と
解
し
、
通
解
で
武
庫
の
浦
の
入
江
に
居
る
渚
鳥
が
親
鳥
の
翼
の
下
に

。
、
、
、

は
ぐ
く
め
天
の
鶴
む
ら
と
よ
め
り
、
此
の
君
は
夫
を
さ
せ
り
、
使
人
の
妻
の
別
包
ま
れ
る
よ
う
に
私
を
い
と
し
ま
れ
た
貴
方
に
離
れ
て
私
は
恋
に
死
ぬ
事
で
せ

◎

Ｏ

に
臨
み
て
よ
め
る
也
」
。
古
義
に
、
「
羽
具
久
毛
流
は
羽
裂
な
り
」
と
い
っ
て
略
う
」
と
訳
し
て
い
る
。
評
釈
は
「
君
を
離
れ
て
」
は
君
に
別
れ
て
の
意
で
あ
る

解
と
同
じ
く
巻
九
の
例
を
上
げ
「
彼
処
に
具
に
云
り
」
と
い
っ
て
い
る
。
歌
の
意
が
、
善
聴
の
関
係
で
云
ひ
か
へ
た
も
の
」
と
い
い
、
通
解
で
は
「
…
雛
烏
が
親

。
○

は
「
武
庫
の
浦
の
入
江
の
渚
に
い
る
鳥
の
雛
の
母
の
羽
に
蕊
ま
れ
て
あ
る
ご
と

鳥
に
羽
ぐ
も
る
や
う
な
わ
た
し
は
、
君
か
ら
離
れ
て
」
と
解
し
、
口
訳
万
葉
で

０

．

く
、
撫
育
れ
て
在
し
夫
の
君
に
別
れ
離
れ
て
、
吾
は
恋
死
に
死
ぬ
べ
し
と
な
り
。

は
す
べ
て
通
釈
し
か
な
い
が
あ
な
た
の
手
を
離
れ
て
と
、
よ
く
動
的
な
感
じ
を
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あ
ら
わ
し
て
い
る
。
全
註
釈
で
は
語
釈
は
な
い
が
、
通
解
の
方
で
「
：
．
入
江
の

Ｏ

渚
に
い
る
烏
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
保
育
し
て
く
れ
る
君
を
離
れ
て
、
恋
の
た

め
に
死
ぬ
で
し
ょ
う
。
」
と
い
っ
て
い
る
。

０

０

さ
て
全
釈
や
総
釈
は
「
貴
方
に
離
れ
て
」
と
訳
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
「
を
」

と
い
う
助
詞
に
特
別
の
配
職
が
払
は
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今

０
０

０
Ｏ

井
氏
は
「
貴
方
か
ら
離
れ
て
」
と
し
、
評
釈
は
「
君
か
ら
離
れ
て
」
、
註
全
釈
は

○

○

「
君
を
離
れ
て
」
と
し
、
古
典
文
学
大
系
は
「
あ
な
た
と
離
れ
て
」
と
し
て
い

る
。
こ
れ
等
は
こ
の
歌
の
動
的
作
用
を
感
じ
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
母

の
翼
の
下
で
雛
が
は
ぐ
く
ま
れ
る
如
く
撫
愛
し
て
く
れ
た
夫
で
あ
れ
ば
、
妻
は

送
り
つ
つ
離
れ
難
い
思
慕
で
遂
に
は
別
れ
、
夫
は
送
ら
れ
つ
つ
別
れ
難
い
の
を

別
れ
て
行
く
と
い
う
心
理
的
に
は
二
者
の
意
志
が
通
っ
て
絶
ち
切
り
難
い
も
の

Ｏ

を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
「
に
」
の
持
つ
静
的
目
標
と
し
て
の
夫
で
は
な
く

◎

動
態
の
夫
で
い
わ
ゆ
る
一
心
同
体
の
夫
を
離
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
「
を
」
は
鋭

く
働
く
の
で
あ
る
。

例
③
、
代
匠
記
は
語
釈
、
通
解
と
も
説
明
な
し
。
略
解
「
か
く
潮
待
し
て
と

ど
ま
り
在
ん
と
し
ら
ぱ
奈
良
に
在
る
べ
き
も
の
を
と
也
」
古
義
「
歌
の
意
は
か

や
う
に
潮
待
し
て
い
た
づ
ら
に
日
数
を
経
む
も
の
と
知
り
て
あ
り
せ
ぱ
今
暫
く

、
◎
、
、

家
に
留
り
て
居
る
べ
き
事
に
て
あ
り
」
を
、
さ
と
も
し
ら
ず
し
て
、
妹
に
別
れ

、

Ｏ

て
来
し
が
悔
し
、
と
な
り
」
こ
こ
で
も
三
書
と
も
「
を
」
に
対
し
て
の
意
識
は

０

０

殆
ん
ど
見
当
ら
な
い
。
全
釈
「
久
夜
之
久
妹
乎
は
、
妹
を
は
妹
に
同
じ
」
と
し
、

０

通
解
で
は
「
残
念
に
も
私
は
妻
と
別
れ
て
来
た
よ
」
と
し
て
あ
る
。
総
釈
戸
悔

Ｏ

Ｏ
○

し
く
妹
を
、
を
は
…
「
か
ら
」
の
意
を
表
わ
す
助
詞
と
し
て
い
る
。
全
釈
の
通

Ｏ

解
は
委
曲
を
尽
し
て
い
る
と
思
う
が
語
釈
の
と
こ
ろ
で
「
妹
に
別
れ
る
」
と
な

Ｏ

、
、

っ
て
い
る
。
総
釈
は
語
釈
は
「
を
」
が
「
か
ら
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
通
解
は

○

。
。

「
妻
に
別
れ
て
来
た
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
助
詞
「
妹
を
」
の
を
が
対
者

の
妹
を
指
し
て
動
的
作
用
を
起
さ
し
め
、
主
者
が
行
動
す
る
と
同
時
に
対
者
に

も
影
響
を
与
え
動
的
反
響
を
与
え
る
と
い
う
格
助
詞
の
職
能
を
考
慮
に
入
れ
て

い
な
い
。
こ
の
場
合
全
釈
は
通
解
は
秀
れ
て
い
る
が
、
語
釈
に
助
詞
の
解
を
誤

り
、
総
釈
も
、
語
釈
に
徹
底
せ
ず
、
通
解
は
含
蓄
を
欠
い
て
い
る
憾
み
が
あ
る
。

。

◎

評
釈
は
司
妹
を
別
れ
」
は
別
れ
の
目
標
を
い
う
時
に
は
「
に
」
と
い
は
ず
「
を
』

Ｏ

を
用
い
る
の
が
例
と
い
っ
て
、
通
解
で
は
「
…
逢
ひ
に
行
っ
た
妹
に
慌
し
く
別

れ
て
来
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
と
し
て
い
る
し
、
全
註
釈
は
「
別
る
」
は
、
そ

の
目
標
を
い
う
時
に
は
、
ヲ
に
よ
る
例
で
あ
る
」
と
し
、
通
解
で
は
「
残
念
に

Ｏ

も
妻
と
別
れ
て
来
た
こ
と
だ
」
と
し
て
い
る
。
又
古
典
文
学
大
系
は
語
釈
な

○

、

く
、
通
解
は
「
逢
い
に
も
行
か
ず
妹
と
別
れ
て
来
て
し
ま
っ
た
」
と
あ
り
、
評

、
、
、
、
、
両

◎

釈
、
全
註
釈
と
も
「
別
れ
の
目
標
を
い
ふ
時
に
は
「
に
」
と
い
わ
ず
「
を
」
を

。
Ｏ

用
い
る
の
が
例
と
し
て
」
「
を
」
「
に
」
の
区
別
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
い
る
。

。

Ｏ

、

全
釈
の
河
妹
に
慌
し
く
は
」
現
代
語
と
し
・
て
「
を
」
を
「
に
」
に
解
し
た
も
の

◎

で
あ
ろ
う
。
口
訳
が
「
い
と
し
い
人
と
別
れ
て
や
っ
て
来
た
こ
と
だ
」
と
し
、

Ｏ

全
註
釈
は
さ
す
が
に
司
妹
と
別
れ
て
来
た
こ
と
だ
」
と
し
た
の
は
、
や
や
こ
の

語
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
生
か
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
古
典
文
学
大
系
も
、
「
妹

Ｏと
別
れ
て
」
と
し
て
全
註
釈
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
歌
以
下
合
せ
て

八
首
同
一
人
で
詠
ん
で
い
て
そ
の
中
の
、
三
六
○
一
の
歌
は
、

し
ま
し
く
も
独
あ
り
得
る
も
の
に
あ
れ
や
島
の
室
の
木
離
れ
て
あ
る
ら
む

と
い
っ
て
妻
に
別
れ
て
来
た
事
が
堪
え
難
い
も
の
で
あ
り
、
全
釈
の
評
に
あ
る
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如
く
「
別
離
に
際
し
て
は
寸
時
も
惜
し
い
も
の
で
生
木
を
裂
か
れ
る
よ
う
な
恩

ひ
で
女
に
別
れ
て
」
来
て
い
る
の
で
あ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
妻
も
又
堪
え
難

い
別
れ
に
う
ず
き
悲
し
ん
だ
に
違
い
な
い
。
そ
う
見
る
と
妻
が
理
性
的
に
静
止

的
な
も
の
で
は
な
く
感
情
に
溢
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
夫
と
の
別
れ
を
悲
し
み

つ
つ
送
り
、
た
が
い
に
別
れ
て
行
く
状
況
を
思
は
し
め
る
の
で
あ
る
。
遠
い
遣

新
羅
の
人
々
で
あ
っ
て
見
れ
ば
陸
路
と
異
り
、
又
昔
時
の
海
路
を
は
る
ば
る
船

路
に
托
し
て
別
れ
行
く
事
は
今
日
の
想
像
よ
り
一
層
深
刻
な
も
の
が
あ
る
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
三
五
七
八
の
題
詞
に
「
遣
二
新
羅
一
使
人
等
悲
し
別
贈
答
及

び
海
路
働
レ
情
陳
レ
思
」
と
あ
っ
て
心
中
の
情
を
嘆
き
悲
し
ん
で
い
る
。

タ
タ
ミ
コ
モ

例
③
代
匠
記
「
畳
薦
な
り
畳
を
敷
き
な
ら
ぶ
れ
ば
縁
の
あ
り
て
村
々
見
ゆ
れ
ば

ハ
ナ
レ
イ
ソ

ム
ラ
ジ
が
磯
と
つ
づ
け
た
り
、
ハ
ナ
リ
そ
は
離
磯
な
り
。
は
な
れ
を
は
な
り
と

い
ふ
は
東
に
限
ら
ず
」
と
い
っ
て
い
る
。
略
解
は
「
陸
の
方
に
さ
し
離
れ
た
る

磯
也
。
上
は
は
な
れ
て
と
い
は
ん
序
也
。
以
上
語
釈
。
古
義
は
離
礎
を
「
陸
の

方
に
さ
し
離
れ
た
る
磯
を
い
ふ
。
さ
て
こ
れ
ま
で
は
、
離
而
を
い
は
む
料
の
序

な
り
と
し
て
略
解
と
同
調
し
て
い
る
。
全
釈
の
語
釈
は
三
句
ま
で
、
は
な
れ
に

つ
づ
く
為
め
の
序
詞
と
し
略
解
、
古
義
に
同
じ
。
通
解
を
上
げ
る
と
、
私
は

Ｏ

多
多
美
気
米
牟
良
自
加
巳
蘇
乃
波
奈
利
蘇
乃
）
母
の
側
を
離
れ
て
防
人
と
な
っ
て
遠

く
筑
紫
へ
行
く
の
は
悲
し
い
よ
と
、
な
っ
て
い
る
。
総
釈
語
釈
な
し
。
通
解
、

Ｏ

あ
の
向
ふ
に
見
え
る
離
れ
の
磯
の
離
れ
て
い
る
よ
う
に
母
を
離
れ
て
行
く
の
が

悲
し
い
。
「
牟
良
盲
が
磯
の
雛
り
磯
」
と
い
っ
た
の
は
、
同
じ
語
を
繰
り
返
し

て
声
調
を
整
え
た
ま
で
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
代
匠
記
、
略
解
、
古
義
三
書

と
も
通
解
、
大
意
は
な
い
。
古
義
は
歌
意
か
く
れ
な
し
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
防
人
服
一
螺
雪
錘
適
麿
の
歌
で
あ
る
。
例
⑥
側
⑤
は
何
れ
も
防
人
の
歌
で
あ
る

聯
も
注
意
さ
れ
る
。
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
い
る
磯
を
見
て
、
母
と
自
分
が
離

れ
ノ
、
に
な
っ
て
別
れ
て
行
く
悲
し
さ
を
歌
っ
て
い
る
。
総
釈
（
豊
田
八
千
代
氏
）

、

０

．

は
、
母
を
離
れ
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
「
を
」
を
そ
の
ま
ま
「
を
」
に
解
し
た

の
は
語
釈
通
釈
を
通
じ
て
、
三
例
し
か
な
い
。
口
訳
万
葉
は
、
お
母
さ
ん
の
処

、
、

を
離
れ
て
と
あ
る
。
全
釈
が
同
じ
く
こ
の
歌
で
「
母
の
側
を
」
と
し
て
あ
る
の

、
、

が
あ
る
が
動
態
の
目
標
で
あ
る
母
自
身
を
「
母
の
側
を
」
と
し
た
場
合
は
側
が

目
標
に
な
っ
て
来
る
。
事
実
は
母
の
事
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
う
す
る
と
現

に
活
動
し
て
い
る
と
い
う
動
作
が
現
れ
な
い
で
母
そ
の
も
の
は
動
態
の
対
象
か

Ｏ

ら
遠
ざ
か
っ
て
来
る
。
代
匠
記
に
「
鳥
の
子
は
母
を
離
れ
て
は
そ
だ
た
ね
ば
」

Ｏ

と
し
た
の
は
「
格
助
詞
」
「
を
」
そ
の
ま
ま
感
じ
と
っ
て
解
し
た
点
認
め
て
よ

い
と
思
ふ
。
只
格
別
こ
れ
に
触
れ
て
な
く
又
四
例
に
つ
い
て
も
何
等
説
い
て
い

な
い
の
を
見
る
と
格
別
注
意
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
豊
田
氏
が
こ
の

○

Ｏ

歌
で
「
を
」
を
認
め
て
い
な
が
ら
、
四
三
四
八
の
歌
で
「
母
に
別
れ
て
」
と
し

。
。

。
◎

て
「
を
」
を
「
に
」
に
改
め
て
あ
る
の
は
、
未
だ
格
助
詞
「
を
」
と
「
Ｅ
の

Ｏ

職
能
を
峻
別
さ
れ
て
な
い
と
見
ら
れ
る
。
評
釈
は
、
「
母
に
離
れ
て
行
く
こ
と

◎

が
悲
し
い
こ
と
だ
」
と
し
、
評
の
と
こ
ろ
で
「
母
と
別
れ
が
た
く
し
て
」
と
い

０
○

っ
て
い
る
。
全
註
釈
は
通
解
で
「
母
か
ら
離
れ
て
行
く
の
が
悲
し
と
と
す

Ｏ

る
。
古
典
文
学
大
系
は
「
母
を
離
れ
て
」
と
解
し
て
い
る
。

Ｏ

例
側
さ
て
こ
の
「
母
を
別
れ
て
」
の
場
合
を
、
代
匠
記
精
選
本
に
見
る
と
、
こ

ク
サ
カ
ペ
ノ
オ
ミ
ミ
ナ
カ

の
歌
の
作
者
日
下
部
使
主
三
中
の
父
が
こ
の
三
中
と
の
別
れ
を
惜
し
む

家
に
し
て
恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は
汝
が
楓
け
る
太
刀
に
な
り
て
も
斎
ひ
て
し

が
も
（
寓
、
四
三
四
七
）

○

が
こ
の
作
の
前
に
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
歌
に
答
え
る
歌
が
「
母
を
別
れ
て
」
の
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歌
で
あ
る
と
し
て
、
旧
本
に
父
の
字
の
と
こ
ろ
が
文
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
母

、
、
、

Ｏ

に
作
る
べ
し
。
其
故
は
次
下
の
三
中
が
歌
は
此
答
の
意
な
る
に
、
は
は
を
わ
か

、
Ｏ
、
、

れ
て
と
よ
め
り
、
父
が
別
れ
を
悲
し
む
歌
に
答
す
と
て
父
を
除
き
て
母
を
別
れ

、て
と
云
う
べ
き
理
な
き
を
恩
ふ
く
し
」
と
い
っ
て
父
の
字
を
母
に
す
べ
き
事
を

主
張
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
古
義
は
「
略
解
に
文
は
母
ノ
字
の
草
響
の
誤
な
る

べ
し
、
と
い
へ
ど
、
い
か
に
草
書
な
り
と
て
母
を
文
に
は
誤
る
べ
く
も
な
し
、

答
歌
に
母
と
よ
め
り
と
い
へ
れ
ど
、
次
の
三
中
が
歌
も
必
ず
し
も
此
の
和
へ
歌

な
り
と
も
見
え
ず
、
右
の
歌
は
父
の
よ
め
る
な
れ
ど
次
な
る
は
、
三
中
が
母
を

慕
ひ
て
よ
め
り
し
歌
と
見
ば
何
て
ふ
こ
と
か
あ
ら
む
、
そ
の
う
へ
左
註
に
よ
る

に
、
之
は
父
母
の
歌
共
に
あ
り
け
む
が
、
母
の
歌
は
拙
劣
れ
る
か
ら
、
取
り
載

ざ
り
し
に
も
あ
る
べ
き
を
や
」
と
い
っ
て
代
匠
記
と
略
解
の
説
を
否
定
し
て
い

コ
ト
リ
ッ
カ
ヒ
マ
ム
ノ
ダ
ム
ラ
ジ
サ
ミ
マ
ロ

る
。
此
の
歌
群
は
、
二
月
九
日
上
総
国
防
人
部
領
使
茨
田
連
沙
弥
麿
に
よ
っ

て
進
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
一
九
首
の
中
十
三
首
を
採
録
し
、
後
の
六
首
は
拙
劣
歌

と
し
て
採
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
遠
江
の
国
を
含
め
て
十
ケ
国
の
進
上

歌
一
六
六
首
の
う
ち
八
四
首
は
採
録
さ
れ
後
の
八
二
首
と
い
う
約
半
数
は
取
載

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
十
回
に
亘
っ
て
各
国
か
ら
進
上
さ
れ
た
歌
の
累
計
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
拙
劣
歌
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
考
慮
を
要

す
る
と
思
う
が
や
っ
ぱ
り
家
持
の
如
く
一
流
専
門
歌
人
か
ら
見
れ
ば
拙
劣
で
歌

の
形
の
整
は
ぬ
も
の
が
相
当
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
又
古
義
の
言
う
様
に
三

中
の
母
の
歌
が
拙
劣
の
た
め
取
載
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
疑
い
も

生
じ
は
す
る
が
、
む
し
ろ
私
見
に
よ
れ
ば
、
防
人
の
中
に
は
外
に
父
母
や
母
に

つ
い
て
の
惜
別
の
情
の
深
い
純
真
卒
直
な
歌
が
あ
る
の
を
見
れ
ば
三
中
の
歌
が

母
の
歌
に
対
す
る
答
の
歌
で
は
な
く
、
母
を
恋
ふ
る
歌
と
し
て
選
ば
れ
、
父
三

中
の
歌
が
子
と
の
離
別
を
愛
惜
す
る
歌
と
し
て
よ
く
親
の
真
情
が
卒
直
に
現
れ

た
歌
と
し
て
選
抜
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
親
子
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
並
べ
父
を
先

ク
ニ
ノ
ミ
ヤ
ッ
コ
ノ
ヨ
雛
回

に
し
子
の
を
そ
の
後
に
並
べ
又
冒
頭
に
置
い
た
の
は
国
造
丁
を
上
位
に

サ
キ
モ
リ
コ
ト
リ
ヅ
カ
イ

置
い
た
相
模
の
国
防
人
部
領
使
の
例
を
見
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。
選
抜
す
る
家

持
の
歌
人
的
立
場
か
ら
し
て
も
代
匠
記
、
略
解
、
古
義
の
説
に
は
賛
成
し
か
ね

る
。
又
全
釈
や
総
釈
の
様
に
疑
義
を
は
さ
ま
な
い
で
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
思

う
。
右
は
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
三
中
が
母
え
の
歌
か
父
え
の
歌
か
と
い
う
疑
問
に

対
す
る
見
解
で
あ
る
。
代
匠
記
は
波
波
乎
を
ハ
ハ
コ
と
点
ぜ
る
は
誤
な
り
と
だ

。

。

◎

け
、
略
解
、
母
を
別
れ
て
即
ち
母
に
別
れ
て
也
と
し
、
古
義
、
波
波
乎
和
加
例

。

◎

豆
は
「
母
に
別
れ
て
と
い
ふ
に
同
じ
」
と
い
い
全
釈
は
、
波
波
乎
和
加
例
且

０

．

１
母
に
別
れ
て
に
同
じ
と
し
、
通
解
と
し
て
母
と
別
れ
て
、
総
釈
、
語
釈
な

○

し
。
こ
れ
か
ら
は
母
に
別
れ
て
し
ま
は
ね
ば
な
ら
な
い
と
通
解
し
て
い
る
。
評

Ｏ

◎

釈
は
「
母
の
も
と
を
離
れ
て
」
と
し
、
口
訳
万
葉
は
、
お
母
さ
ん
の
手
も
と
を

Ｏぱ
お
別
れ
申
し
て
来
て
と
、
ほ
ぼ
よ
い
解
釈
と
い
ふ
べ
く
、
全
注
釈
も
「
お
母

◎

さ
ん
の
手
も
と
を
離
れ
て
」
と
し
古
典
文
学
大
系
は
「
母
を
別
れ
ｌ
別
れ
は
助

Ｏ

詞
「
を
」
に
つ
づ
い
た
」
大
意
は
「
母
に
別
れ
て
当
に
…
…
」
と
し
て
い
る
。

か
よ
う
に
口
訳
万
葉
、
全
註
釈
、
拾
穂
抄
を
除
い
て
は
い
づ
れ
の
註
釈
書
も
助

Ｏ

ｏ

Ｏ

詞
「
を
」
・
を
助
詞
「
に
」
と
同
意
に
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
助
詞
「
を
」
の
生

き
た
対
者
と
の
、
動
的
な
作
用
を
感
得
し
て
い
な
い
。
主
者
と
対
者
と
の
関
係

Ｏ

が
同
時
に
影
響
し
て
動
的
状
態
に
置
か
れ
る
の
が
こ
の
場
合
の
「
を
」
の
意
味
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
動
作
作
用
の
帰
着
、
出
自
の
標
的
（
奈
良
朝
文

法
史
）
を
静
的
に
示
す
「
に
」
と
は
異
な
る
意
義
を
も
つ
と
い
は
な
け
れ
ば
な

Ｏ

ら
な
い
。
こ
の
を
こ
そ
稿
者
が
強
調
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
も
の
で
、
別
る
る

120



○

主
者
と
、
を
を
受
け
る
対
者
が
同
時
に
動
か
さ
れ
る
職
能
を
も
つ
あ
る
。

も
の
と
見
る
の
で
め
る
。
こ
の
微
妙
な
働
き
を
持
つ
助
詞
に
鋭
く
感
ず
る
の
で

◎

例
紛
可
良
麻
流
伎
美
乎
１
代
匠
記
、
「
荊
の
末
に
阿
知
豆
の
蕊
て
か
ら
ま
り

◎

マ
ロ
ｒ

た
る
や
う
に
相
思
ふ
中
も
」
と
め
る
。
略
解
、
「
か
ら
ま
る
は
継
は
る
也
」
と

◎

し
、
古
義
Ｉ
可
良
麻
流
伎
美
爾
は
、
綴
る
君
に
と
い
は
む
が
如
し
、
契
沖
、
か

ら
ま
る
は
十
三
に
藤
浪
の
思
ひ
ま
つ
は
し
と
よ
め
る
心
な
り
、
と
い
へ
る
が
如

。
○

し
。
と
い
っ
て
い
る
が
乎
を
耐
に
書
き
か
え
て
あ
る
．
の
は
よ
く
な
い
。
総
釈
ｌ

、
、
、
、

（
豊
田
氏
）
か
ら
ま
る
君
を
、
か
ら
ま
る
は
ま
つ
は
る
こ
と
、
君
は
妻
を
指
す
。

◎

全
釈
ｌ
可
良
麻
流
伎
美
乎
ｌ
絡
ま
る
君
を
、
纏
ひ
つ
く
貴
方
に
、
君
は
妻
を
指

Ｏ

◎

す
の
で
あ
ら
う
。
「
君
に
」
と
い
ふ
べ
き
を
「
君
を
」
と
い
っ
た
の
は
前
に
波

。

波
乎
和
加
例
豆
と
め
る
に
同
じ
で
あ
ら
う
。
と
し
て
あ
る
。

、
、

波
可
礼
加
由
可
牟
。
代
匠
記
ｌ
波
可
礼
は
波
和
同
韻
な
れ
ば
別
な
り
…
：
．
勅

令
な
れ
ば
せ
む
方
な
く
別
か
ゆ
か
む
と
嘆
な
り
。
略
解
Ｉ
波
可
れ
は
離
也
、
神

上
ハ
剣
ツ

紀
廃
渠
槽
此
云
二
秘
波
驚
都
一
と
有
も
、
は
な
つ
を
は
か
っ
と
い
へ
り
。
言
申
さ

ハ
カ
レ
カ
ユ
カ

す
し
て
、
今
悔
し
き
也
と
し
、
古
義
ｌ
「
離
哉
将
レ
往
な
り
。
本
居
氏
。
波
可

０
。
。
０
０
。
○
Ｏ
◎
◎
０
○

礼
は
、
和
可
礼
な
り
。
ハ
シ
ル
、
ワ
シ
ル
、
ハ
ッ
カ
、
ワ
ヅ
カ
な
ど
、
波
と
和

を
通
ふ
例
あ
り
と
い
へ
り
。
此
の
説
に
よ
る
べ
し
」
と
い
っ
て
い
る
。
全
釈
Ｉ

別
れ
行
く
こ
と
か
の
意
。
ハ
カ
レ
は
ワ
カ
レ
に
同
じ
。
と
し
て
い
る
。
さ
て
総

釈
Ｉ
離
れ
む
と
し
て
雛
・
れ
得
ざ
る
意
。
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
二
句
の
通

釈
は
、
代
匠
記
、
「
荊
の
末
に
祷
豆
の
蔓
て
か
ら
ま
り
た
る
や
う
に
想
思
ふ
中

も
勅
令
な
れ
ば
せ
む
方
な
く
別
か
ゆ
か
む
と
嘆
な
り
」
と
し
、
略
解
は
「
言
申

、

さ
す
し
て
今
悔
し
き
也
」
と
回
想
的
に
取
扱
い
助
動
詞
行
か
む
の
む
が
未
来
の

予
想
を
現
実
に
於
い
て
想
定
す
る
意
あ
る
事
つ
ま
り
現
実
に
於
い
て
お
こ
り
っ

つ
あ
る
事
が
ら
で
あ
る
事
の
取
扱
い
を
誤
っ
て
お
り
、
古
義
は
「
歌
の
意
か
く

れ
た
る
す
ぢ
な
し
」
と
し
て
略
し
て
い
る
。
全
釈
は
「
這
ひ
か
ら
ん
で
い
る
豆

Ｏ

の
蔓
の
や
う
に
私
に
綴
ひ
つ
い
て
離
れ
ま
い
と
し
て
い
る
お
ま
え
に
別
れ
て
出

か
け
て
行
く
こ
と
か
よ
・
悲
し
い
こ
と
だ
」
と
し
、
な
か
な
か
名
解
で
あ
る
が
、

◎

総
釈
は
「
ま
と
い
つ
く
そ
な
た
と
離
れ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う

○

か
」
・
評
釈
は
「
か
ら
み
つ
い
て
い
る
君
を
別
れ
て
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
」
・

◎

口
訳
万
葉
は
い
と
し
い
方
の
手
を
わ
か
れ
て
と
し
、
全
註
釈
は
「
か
ら
ま
り
っ

Ｏ

く
妻
を
別
れ
て
行
く
こ
と
だ
ら
う
か
。
カ
ラ
マ
ル
キ
ミ
ヲ
。
キ
ミ
は
妻
を
い
う

。

Ｏ

の
だ
ろ
う
。
ま
つ
わ
り
つ
い
て
別
れ
を
惜
し
む
人
を
。
「
波
波
乎
和
加
例
且
」

悪
二
十
、
四
三
四
八
）
と
同
じ
語
法
。
と
あ
る
。
古
典
文
学
大
系
は
「
か
ら
ま

Ｏ

る
あ
な
た
に
別
れ
て
行
く
こ
と
だ
ろ
う
か
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う

。

◎

◎

に
こ
の
場
合
も
「
に
」
及
び
「
と
」
が
「
を
」
の
解
釈
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
な
お
拾
穂
抄
に
つ
い
て
は
第
一
例
及
び
第
五
例
そ
れ
ぞ
れ
解
な
く
、
第
二

Ｏ

○

．

例
「
妹
を
別
れ
を
、
妹
に
別
れ
と
し
第
三
、
第
四
例
そ
れ
ぞ
れ
、
「
母
を
離
れ

◎

て
」
、
「
母
を
別
れ
て
来
て
は
」
と
し
て
い
る
。
さ
て
以
上
の
註
釈
書
に
つ
い

て
語
釈
、
通
解
の
部
分
（
一
方
を
欠
き
両
方
と
も
な
い
も
の
も
あ
る
が
）
を
整
理
し○

て
見
る
と
、
主
者
と
対
者
が
同
時
に
動
態
を
鋭
く
感
ず
る
「
た
ら
ち
ね
の
母
を

別
れ
て
」
を
は
じ
め
と
す
る
五
例
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
よ
く
こ
の
歌
に
近
く

解
釈
し
た
も
の
は
、
全
註
釈
の
五
例
、
次
は
評
釈
の
四
例
、
口
訳
万
葉
の
四
例
、

こ
れ
を
も
っ
て
見
れ
ば
、
万
葉
語
の
語
感
を
真
に
生
か
し
た
解
釈
は
、
そ
の
註

訳
者
の
語
法
の
理
解
と
、
万
葉
時
代
の
語
感
に
深
い
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
助
詞
「
を
」
「
に
」
「
と
」
「
よ
り
」
「
か
ら
」
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
異
質
の
点
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
区
別
厳
と
し
て
相
犯
す
こ
と
の

12］



出
来
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
山
田
博
士
の
Ｒ
本
文
法
論
に
詳
し
い
所
で
あ
る

。
Ｏ

が
、
右
表
に
よ
れ
ば
、
動
態
の
「
を
」
「
を
ば
」
は
二
十
例
で
三
十
七
％
、
静

Ｏ

Ｏ

Ｏ
◎

的
目
標
の
「
に
」
、
外
貌
性
の
「
と
」
、
動
作
の
出
自
に
あ
た
る
「
よ
り
」
、
動

。
◎

作
作
用
の
基
点
の
「
か
ら
」
等
を
表
わ
し
た
の
は
、
六
三
％
に
あ
た
る
。
こ
れ

を
も
っ
て
見
る
と
、
こ
の
五
つ
の
用
例
よ
り
見
て
、
こ
の
解
釈
は
、
稿
者
の
見

◎

◎

る
と
こ
ろ
で
は
、
今
日
、
「
を
」
が
「
に
」
に
変
じ
て
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
、

か
ら
」

よとにな
り
－－巳一一一_ジ

”
峰
雪
一
一
八

四
一
譲
八
庶

軸
罵
れ
て
一
通
解

淵
》
廻
一
脈

合
汁

妹
に
別
れ

睦
な
逃
一
睦
な
い
一
睦
な
ル
ー
睦
鋤

を
２
胆
１
に
１
を
１

た
し
な
し

母
を
護
れ
て

な
し
は
そ
だ
た
れ

ぽ

漢
葉
蛎

鱗
騨
鋤

慰
織
睡
紀
一
蝋
鐸
螺
一
蝋
難
謹
一
磯
灘
》
｜
縦
灘
認
一
錘
嬢
輪

な

し

な
し
－
な
鋒
し

熊｜瀧 な
し

し
一
な
し
な
し

し
一
な
し
妹
に
別
誕
て

噺
腫
薦
霧
蓋
蕊
蕊
婁
雲
一
割
…
…
こ
＊
」
演
雛
《
蝋
重
；
：
“
一
ｆ
一
殿
率

陸
Ｉ
卜
｜
な
．
し
一
な
・
し
一
剛
概
齢

な
し

一

謹
繍
鞭
寵
翌
ｉ
一

一
な
し
一
な
し
一
癖
空
別
れ
て
一
一
蝿
窄
峨
神
唯
一

~葱I&少
》
１
－
Ｌ
】
２

災
り
Ｉ
一
雄
鋤
峨
哩

ご＃

ご排｜

-週

1

－＝

かよとにむ
らり

な
2し131

か上とに竃
らり

な．
1し134

噌鵠と膳惣
ななな
しし11し3

茄
熟
あ
っ
て
い
る
い

そ
な
た
ご
賎
一
か
ら
熟
つ
い
て
い
る
誕
窪
別
れ

と
し
い
方
の
乎
滋
別
か
ら
熟
つ
く
巽
を
別
れ
て
行
く
こ
と
で
あ
ろ
う

一
て

れ
て

れ
て

蕊
に
別
れ
て

雛
に
蝿
し
く
別
れ
て
来
た

韮
だ

別
・
郡
の
自
梯
を
い
う
時
に
は
、

跡
》
一
ば
か
ら

毒
迄
と
云
わ
ず
熟
一
・
一
を
川
い

姉
の
も
と
欝
拠
で
一
織
織
撫
雌

母
に
障
れ
て

自

母
と
別
れ
談
た
く
て

○

黙
に
別
れ
て

永
し

。
噸
‐
し

Ｏ
「
を
」
の
承
接
と
下
接
に
お
い
て
い
ま
だ
そ
の
真
の
歌
の
意
味
を
明
ら
か
に
し

た
も
の
と
は
倒
底
思
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
と
い
う
の
に
、
万
葉
集
は
今
日
の
歌
で
は
な
く
勿
論
奈
良
時
代
を
中
心
と

す
る
上
代
の
歌
集
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
当
時
の
語
法
並
に
語
感
に
も
と
づ
い
て

解
釈
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
そ
う
で
な
く
て
は
真
に
そ
の
歌
の
意
味
を
表
わ
し

得
た
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
真
実
な
る
感
動
が
賞
か
れ
て
い
る
と
信
じ

湖

鱗
謬

一
瀧
し

て
握
小
て
一

い
と
し
い
人
と
別
孔

窪
や
っ
て
来
た
こ
と

あ
な
た
の
乎
診
離
れ

て
ば左
し

●
鵡
し

、
祇
謝
無
撫

好
口
簡
夫

一一一
－

ハ
《
ヲ
は
、
母
に
対
し
て
の
篭
に
使
わ
れ
て
い
る

８ヲ
に
嘘
騨
蛎
畿
示
の
諏
鋸
麺
が
多
い
の
で
、
別
る
の

叫
州
僻
脚
陶
柵
に
拠
伽
鵬
晦
齢
咋
惟
い
た
の
で
あ
る
う

り

猫
搾
さ
ん
”
芋
も
と
を
蹴
恥
。

｜
砿
を
躍
れ
て

司
り

①

鮭
か
ら
離
れ
て
行
く
の
が

警，
別
蔚.し

て

係
謝
し
て
く
れ
る

６

別
〃
は
、
そ
の
目
概
と
い
う
岬
に
は
、
シ
に
よ
ぉ

例
で
あ
る

な
し

な
し

ル
ー

1

曲
り
な
し

か
ら
１

に

な
し

吟
』
６

沈
澱
撫
全
熱
田
瀞
古
一
』
蝿
識
溌
一

!でに｡か
あ別ら
ろれま
うてる
か行あ
くな
のた

か･上と
らり。

飛
毎
“

侃
診
別
れ
塔
一
を

龍
凧
鋤

当
厚
…
．
、
一
を
ぱ

よ
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し
か
ら
４

か
ら
な
し
を
ぱ
１

を
２
－
軸

》
』

津
一
出
り
１

と ,iし
て
あ
厳
だ
と
賎

熊

し

鯛と.;二を|‘fと;二塗
剛

な
’

な
’

なﾉ児
llll65 ,し“21,fis3

な
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ら
れ
て
い
る
万
葉
集
の
歌
意
は
、
そ
の
真
実
を
真
の
姿
に
し
て
表
わ
す
よ
う
努

力
す
べ
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
事

実
並
に
真
実
を
曲
げ
て
解
釈
す
れ
ば
、
古
典
の
冒
涜
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
古
典
の
真
の
声
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
万
葉
集
の

訓
読
は
勿
論
、
語
法
、
語
感
、
声
調
、
等
が
真
に
解
明
さ
れ
、
古
典
の
真
髄
が
究

明
さ
れ
、
鋤
賞
者
に
古
典
理
解
の
態
度
が
出
来
た
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
こ
そ
古

典
は
、
真
の
姿
を
吾
々
の
前
に
表
わ
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
な
る
時
に
は
じ

め
て
古
典
は
吾
々
に
最
も
接
近
し
、
も
っ
と
も
直
接
の
享
受
を
可
能
に
す
る
こ

と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
で
な
い
限
り
古
典
は
常
に
遠
い
彼
方
、
古
い
殻
の
巾

で
死
物
と
し
て
生
か
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
眠
り
つ
づ
け
る
も
の
で
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、
及
ば
ず
な
が
ら
も
古
典
の
真
の
旋
律
を
、
声
を
聞
き

わ
け
る
こ
と
が
単
に
古
典
を
愛
着
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
古
典
の
意
図
を
誤
ら

ぬ
こ
と
が
、
物
言
わ
ぬ
古
典
へ
の
返
礼
で
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
し
、
古
典
の
味
わ

い
方
は
個
々
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
古
典
の
使
徒
と
な
る
こ
と
は

な
か
な
か
む
ず
か
し
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
と
思
う
。
い
く
ら
お
ほ

げ
さ
に
古
典
を
ほ
め
讃
え
て
も
、
お
だ
て
上
げ
て
も
古
典
は
、
少
し
も
そ
れ
を

心
よ
し
と
は
思
わ
ぬ
だ
ろ
う
し
、
い
か
に
襟
を
正
し
て
こ
れ
に
立
向
っ
て
も
一

度
や
二
度
で
は
そ
の
堅
い
扉
を
開
い
て
は
く
れ
そ
う
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。

Ｏ

か
よ
う
に
考
え
て
来
る
と
格
助
詞
「
を
」
に
対
し
て
最
も
多
く
用
い
ら
れ
た

ｏ

Ｏ
。
◎
０
０

「
に
」
を
中
心
と
す
る
「
と
」
「
よ
り
」
「
か
ら
」
等
の
格
助
詞
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

Ｏ

○

日
「
を
」
と
「
に
」
に
つ
い
て

山
田
孝
雄
先
生
の
日
本
文
法
講
義
に
「
心
は
体
言
に
附
属
し
て
そ
が
静
的
目

標
た
る
こ
と
を
示
し
又
副
詞
若
く
は
之
に
準
ず
べ
き
も
の
に
附
属
し
て
用
言
のＯ

修
飾
格
に
立
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
な
り
」
又
奈
良
朝
文
法
史
に
「
に

も
亦
目
標
を
示
す
。
然
れ
ど
も
そ
の
意
義
は
静
的
な
り
。
か
く
て
動
詩
に
対
し

て
も
形
容
詞
に
対
し
て
も
用
ゐ
ら
る
る
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
用

い
ら
れ
る
用
法
と
用
例
の
一
部
を
両
書
及
び
ｎ
本
文
法
論
よ
り
摘
記
す
る
と
、

⑩
動
作
作
用
の
帰
着
出
自
の
標
的
た
る
も
の
態
示
す
。

（
奈
良
朝
文
法
史
、
以
下
文
法
史
と
記
す
）

０

０

机
に
書
を
載
す
。
子
父
に
似
る
。
日
本
文
法
講
義
全
文
法
論
。

（
以
下
文
法
講
議
、
文
法
論
と
記
す
）

Ｏ

昔
人
二
亦
母
相
目
八
毛

（
繭
、
一
、
三
一
、
文
法
史
）

ム
カ
シ
ノ
ヒ
ト
ニ
マ
タ
モ
ア
ワ
メ
ヤ
モ

②
「
又
一
切
の
静
定
性
作
用
を
あ
ら
は
す
用
言
に
対
し
て
地
点
を
示
す
こ
と

○

◎

自
己
移
動
作
用
の
「
を
」
に
於
け
る
が
如
し
。
但
「
を
」
は
移
動
的
な
る
に

○
「
に
」
は
其
の
作
用
が
そ
こ
を
側
的
と
し
帰
着
点
と
す
る
事
す
な
わ
ち
其
の
地

位
に
存
在
落
着
す
る
差
あ
り
」
（
文
法
論
五
六
一
貢
、
文
法
史
三
二
六
頁
）

．
’
●

都
に
住
む
。
長
崎
に
著
く
。

（
文
法
論
）

１
．
此
岳
爾
菜
採
須
児

（
蝋
、
一
、
一
、
文
法
史
）

コ
ノ
ヲ
カ
ニ
ナ
ッ
マ
ス
．

！
熱
田
津
爾
船
乗
世
武
登
月
待
者

（
戊
、
一
、
八
、
文
法
史
）

ニ
ギ
タ
シ
ニ
フ
ナ
ノ
リ
セ
ム
ト
ッ
キ
宮
プ
パ

③
形
容
詞
に
対
し
て
地
位
地
点
を
示
す

（
文
法
論
）

◎
Ｏ

山
に
近
し
。
水
に
遠
し
。

Ｏ

○
○

こ
れ
を
「
を
」
と
比
較
し
て
見
る
と
、
．
琴
を
雛
る
」
「
境
を
出
づ
」
は
地

点
を
示
す
点
で
は
積
似
て
い
て
も
用
言
の
意
義
が
動
性
で
あ
る
の
と
静
性
で
あ

る
こ
と
に
差
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
明
瞭
で
あ
る
。

［
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力
へ
ル
サ
ニ
イ
モ
ニ
句
、
セ
ム
ニ
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
オ
キ
ツ
シ
ラ
タ
マ
と
り
ヒ
テ
１
力

奈

（
甑
、
十
五
、
三
六
一
四
）

ナ

③
変
換
性
作
用
の
動
詞
に
は
そ
の
変
換
せ
る
資
格
を
示
す
に
用
ゐ
る
。
（
文
法
史
）

◎

波
太
須
酒
伎
穂
爾
氏
之
伎
美
我
（
薦
、
十
四
、
三
五
○
六
）
交
法
史
）

ハ
タ
ス
ス
キ
ホ
ニ
テ
シ
キ
ミ
〃

側
断
定
の
客
者
を
あ
ら
わ
す

（
文
法
史
）

ｌ
・
古
人
爾
和
礼
有
哉

（
寓
、
一
、
三
二
）

イ
ニ
シ
エ
ヒ
ト
ニ
ワ
レ
ア
レ
ヤ

⑩
用
言
の
修
飾
語
た
る
も
の
を
示
す
に
用
ゐ
ら
る
る
こ
と
後
世
に
同
じ
。
そ

の
副
詞
に
附
属
せ
る
例
。

（
文
法
史
）

１
．
多
陀
爾
阿
波
牟
登

（
記
中
）
（
用
例
多
し
）

タ
グ
ニ
ア
ハ
ム
ト

ー
伊
夜
遠
許
迩
斯
豆

（
記
中
）
（
〃
）

イ
ヤ
ヲ
コ
ニ
シ
テ

側
存
在
継
続
発
生
の
時
間
を
示
す
こ
と
あ
り
（
文
法
史
）

Ｏ

土
也
母
空
応
有
万
代
爾
語
続
可
名
者
不
立
之
而
（
寓
、
六
、
九
七
八
。
文
法
史
）

ワ
ノ
コ
ヤ
モ
ム
ナ
シ
カ
ル
ペ
キ
ヨ
ロ
ズ
ヨ
ニ
カ
タ
リ
ッ
グ
ペ
キ
ナ
ハ
タ
テ
ズ
シ
テ

ｌ

真
夜
中
に
風
い
た
く
吹
き
出
づ

（
文
法
論
）

⑤
間
接
作
用
中
の
受
身
、
干
与
の
標
的
を
示
す
に
用
い
ら
れ
る
。

．
Ｉ

母
子
に
泣
か
る

Ｉ

教
師
生
徒
に
課
業
を
受
け
さ
す

⑥
動
作
者
が
そ
の
動
作
に
関
し
て
の
目
的
を
示
す
こ
と
あ
り
。
こ
の
時
に
は

往
々
動
詞
の
連
用
形
を
以
て
体
言
に
準
ず
。
所
謂
目
的
準
体
言
な
り
。

（
文
法
史
）

○

衣
仁
保
波
勢
多
鼻
能
知
師
爾

（
葛
、
一
、
五
七
）

。
画
モ
ニ
ホ
ハ
セ
タ
ピ
ノ
シ
ル
シ
ニ
ー
ｌ

伊
邪
古
好
母
奴
毘
流
都
美
迩
比
流
都
美
迩
和
賀
由
久
美
知
乃

Ｉ
ザ
コ
ド
モ
ヌ
ピ
ル
ッ
ミ
ニ
ヒ
ル
ッ
ミ
二
ワ
ガ
ユ
ク
ミ
チ
ノ
（
記
中
、
文
法
史
）

⑭
又
複
語
尾
「
む
」
は
原
形
を
以
て
す

（
文
法
史
）

可
敵
流
散
爾
伊
母
爾
見
勢
武
◎爾
和
多
都
美
乃
於
伎
都
白
玉
比
利
比
豆
由
賀

以
上
の
例
を
見
る
と
「
に
」
が
い
づ
れ
の
場
合
も
出
自
、
帰
着
、
地
位
、
原
因
、

結
果
、
時
間
、
資
格
、
場
所
、
修
飾
的
地
位
の
確
定
等
静
的
目
標
を
示
し
て
い

る
事
が
わ
か
る
。

Ｏ

こ
れ
に
対
し
て
「
を
」
は
、
動
作
作
用
の
影
響
を
蒙
れ
る
目
標
た
る
も
の
を
示

す
と
．
受
法
講
義
二
○
九
頁
、
文
法
論
五
六
一
頁
）
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
格
助
詞

０
．

．

０

「
に
」
と
「
を
」
と
の
相
違
は
同
じ
く
目
標
を
さ
す
も
の
で
あ
っ
て
も
「
に
」

は
内
面
的
、
絶
対
的
に
、
前
述
の
如
く
静
的
目
標
を
示
し
て
い
る
の
に
反
し
て

。
「
を
」
は
動
態
の
目
標
を
示
す
こ
と
に
於
い
て
甚
だ
し
く
相
違
す
る
所
で
あ

る
。
又
前
述
の
例
五
種
の
場
合
は
動
的
状
態
が
同
時
に
両
者
に
起
る
例
と
し
て

極
め
て
現
実
感
の
あ
る
特
色
あ
る
語
法
と
い
ふ
く
く
所
謂
万
葉
調
と
い
は
れ
る

の
は
、
か
か
る
万
葉
人
の
物
の
考
え
方
が
こ
の
様
な
語
調
と
な
っ
て
あ
ら
は
れ

Ｏ

都
良
都
良
見
迩
乍
思
奈

（
寓
一
、
五
四
）

ッ
ラ
ッ
ラ
ニ
ミ
ッ
ッ
オ
モ
フ
ナ

か
く
の
如
く
種
々
の
情
態
副
詞
に
附
属
し
て
用
言
の
意
義
を
装
定
す
。

伽
用
言
を
重
ね
て
そ
の
意
を
強
む
る
と
き
に
之
を
連
結
す
。
こ
の
際
は
上
な

、
、
、

、
、

る
用
言
は
連
用
形
を
以
て
「
に
」
に
接
す
。
但
し
こ
れ
は
動
詞
に
の
み
存

、
、
、

し
て
形
容
詞
に
は
存
せ
ず
。

（
文
法
史
）

１
．

如
此
許
三
礼
二
見
津
礼
片
思
男
責

（
蔦
、
四
、
七
一
九
）

カ
ク
ウ
パ
カ
リ
ミ
ッ
レ
ニ
ミ
ツ
レ
カ
タ
オ
モ
ヒ
ヲ
セ
ム

！
！
！

降
り
に
ふ
る
。
も
み
に
も
み
て
進
む
ひ
た
泣
き
に
泣
く
。
（
文
法
論
）

⑫
体
言
を
ぱ
状
態
を
あ
ら
は
す
修
飾
語
と
し
て
使
用
す
る
と
き
は
又
こ
の

「
に
」
を
附
属
せ
し
め
て
そ
の
関
係
を
示
す
こ
と
あ
り
。
（
文
法
史
）

ｌ
白
木
綿
花
爾
浪
立
渡

（
灘
、
十
三
、
三
二
三
八
）

シ
ラ
ユ
フ
パ
ナ
ニ
ナ
ミ
タ
チ
ワ
タ
ル

◎

秋
都
葉
爾
爾
宝
敵
流
衣

（
麓
、
十
、
二
三
○
四
）

ア
キ
ッ
パ
ー
ニ
ホ
ヘ
ル
コ
ロ
モ
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て
居
る
点
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
文
法
論
五
六
一
頁
及
び
文
法
講

０
Ｏ

義
二
一
○
頁
に
は
富
士
谷
御
杖
の
言
「
古
来
国
学
者
に
と
を
と
は
か
よ
ふ
也
と

。

い
ふ
。
こ
れ
す
べ
て
国
学
者
の
逃
詞
な
り
。
」
を
引
用
し
て
右
の
例
が
「
を
」
の

動
的
目
標
の
性
格
が
最
も
著
し
く
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
し
、
更
に
「
に
な
ら
ば

一
方
は
動
く
事
は
い
ふ
と
も
一
方
は
動
か
ぬ
も
の
と
見
な
す
な
り
。
こ
の
故
に

動
的
目
標
と
い
へ
る
な
り
」
と
い
っ
て
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

。
◎

㈲
「
に
」
と
「
と
」

０
Ｏ

奈
良
朝
文
法
史
に
よ
る
と
「
に
」
は
「
と
」
の
修
飾
格
を
示
す
も
の
と
頗
る
Ｏ

似
て
い
る
点
が
あ
り
し
か
も
性
質
を
異
に
し
て
い
る
事
（
三
三
五
頁
）
又
「
に
」

。

◎

「
と
」
は
相
似
し
て
い
る
が
「
に
」
は
性
質
、
資
格
の
変
更
等
専
ら
内
面
の
も

。
、
、

◎

の
に
使
用
し
「
と
」
は
状
態
の
よ
う
な
外
的
の
変
更
を
示
す
。
こ
の
故
に
「
に
」

、
、
、

。
、
、
、

は
絶
対
的
の
も
の
に
使
用
し
、
「
と
」
は
多
く
相
対
的
の
も
の
に
使
用
す
」
と

説
か
れ
て
い
る
。
（
三
四
○
頁
）

１
．

於
比
曽
箭
乃
曽
与
等
奈
流
麻
醒

（
関
、
二
十
、
四
三
九
八
）

オ
ヒ
ソ
ヤ
ノ
ソ
ヨ
ト
ナ
ル
ー
。
デ

ー
●

枕
毛
衣
世
二
嘆
鶴
鴨

（
繭
、
十
二
、
二
八
八
五
）

マ
ク
ラ
モ
ソ
ヨ
ニ
ナ
ゲ
キ
ッ
ル
カ
モ

兜
。

こ
の
例
を
比
較
す
る
と
二
者
の
区
別
が
判
然
す
る
。
即
ち
「
と
」
は
外
貌
を
い

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
が
下
に
つ
く
用
言
を
修
飾
し
て
い
る
。
即
ち
鴫

○

る
音
の
形
容
に
主
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
に
」
は
内
質
を
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

直
に
そ
の
主
体
で
あ
る
枕
を
形
容
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ほ
具
体
例
と

Ｏ

し
て
、
に
の
例

１
．
多
麻
爾
奴
久
波
奈
多
知
婆
奈
乎

（
脳
、
十
七
、
三
九
八
四
）

夕
マ
ニ
ヌ
ク
ハ
ナ
ク
チ
バ
ナ
ヲ

ｌ
１
ｌ
１
１
１
１
１
１
１
ｌ
Ｉ
◎

情
毛
思
努
爾
古
所
念

（
菌
、
三
、
二
六
六
）

ゴ
コ
ロ
モ
シ
ヌ
二
イ
ニ
シ
ヘ
オ
モ
ホ
↓
一

Ｔ
Ｉ

秋
芽
子
之
枝
毛
十
尾
爾
置
露
之

（
恵
、
十
、
二
二
五
八
）

ア
キ
ハ
ギ
ノ
エ
グ
モ
ト
ヲ
ヲ
ニ
オ
ク
ッ
ユ
ノ

Ｏ

多
伎
毛
等
将
呂
爾
鳴
蝉
乃

（
蕗
、
十
五
、
三
六
一
七
）

夕
キ
モ
ト
ド
ロ
ニ
ナ
ク
セ
ミ
ノ

◎

山
毛
世
爾
咲
有
馬
酔
木
乃

（
鰯
、
八
、
一
四
二
八
）

ヤ
マ
モ
セ
ニ
サ
ケ
ル
ア
シ
ピ
ノ

以
上
文
法
史

０

０
Ｏ

青
葉
に
な
る
。
花
の
衣
に
な
り
ぬ
な
り
。
親
に
な
る
。
以
上
文
法
論

◎

と
の
例

１
．

字
都
曽
見
乃
人
爾
有
吾
哉
従
明
日
者
二
上
山
乎
弟
世
登
吾
将
見

ウ
シ
ソ
ミ
ノ
ヒ
ｆ
ナ
ル
ア
レ
ヤ
ア
ス
ヨ
リ
ハ
フ
タ
カ
ミ
ヤ
マ
ヲ
イ
ロ
セ
ト
ワ
ガ
ミ
ム

（
蕊
、
二
、
一
六
五
）

’
○

奥
波
来
依
荒
磯
乎
色
妙
乃
枕
等
巻
而
奈
世
流
君
香
聞
（
麓
、
二
、
二
二
二
）

オ
キ
ッ
ナ
ミ
キ
ョ
ル
ア
リ
ソ
ヲ
シ
ヰ
ク
ヘ
ノ
マ
ク
ラ
ト
マ
キ
テ
ナ
セ
ル
キ
、
．
、
カ
モ

ー
・

信
濃
奈
流
知
具
麻
能
河
泊
能
在
射
礼
思
母
伎
弥
之
布
美
氏
婆
多
麻
等
比
呂

シ
ナ
ヌ
ナ
ル
チ
ク
マ
ノ
カ
ハ
ノ
サ
ザ
レ
シ
モ
キ
ミ
シ
ブ
ミ
テ
パ
タ
マ
ト
ヒ
ロ

波
牟

（
蔦
、
十
四
、
三
四
○
○
）

ハ
ム
以
上
文
法
史
。

０

０

父
と
あ
が
む
。
花
と
見
る
。

文
法
論

Ｏ

○

こ
れ
に
よ
る
と
「
に
」
は
性
質
や
資
格
が
変
更
し
て
絶
対
的
と
な
り
「
と
」

は
外
貌
的
で
内
面
に
立
ち
入
ら
ず
、
実
は
そ
う
で
な
い
も
の
も
そ
う
と
見
た
て

Ｏ

る
相
対
的
な
立
場
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
差
別
は
例
え
ば
「
花
と
見
た
り
」
と

。

◎

い
う
語
と
「
花
に
見
た
り
」
と
い
う
語
を
比
較
し
て
も
「
花
と
見
た
り
」
は
花

◎

で
な
い
も
の
を
花
と
見
た
て
た
意
を
示
し
下
な
る
用
言
を
修
飾
し
て
外
観
的
で

０

０

あ
り
車
化
に
見
た
り
」
と
い
う
の
は
垂
化
の
中
に
於
い
て
見
た
り
」
と
言
う
こ

と
で
あ
る
か
ら
見
る
こ
と
の
目
標
を
体
言
に
置
き
主
語
に
重
点
が
置
●
か
れ
て
い

◎
・

る
。
よ
っ
て
内
観
的
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
又
例
え
ば
「
島
と
見
る
」
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Ｏ

と
「
島
に
見
る
」
と
も
右
の
様
な
差
別
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
尚
、
集
中

ｏ

Ｏ

Ｏ

「
に
別
れ
て
」
「
に
離
れ
て
」
「
に
さ
か
れ
て
」
の
用
例
、
父
、
母
、
父
母
、

◎

妹
、
君
、
人
、
親
、
等
に
つ
い
て
の
場
合
を
見
る
と
「
君
に
別
れ
む
」
の
一
例

０
Ｏ

が
存
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
次
に
「
に
」
と
「
と
」
の
区
別
を
実
例
に
つ
い

て
そ
の
も
つ
意
味
を
更
に
考
え
て
見
る
と
、

例
え
ば

Ｏ

の
高
槻
の
こ
ず
ゑ
に
あ
り
て
頬
白
の
さ
へ
づ
る
春
と
な
り
に
け
る
か
も

赤
彦
歌
集
（
岩
波
文
庫
版
）

◎

②
石
ば
し
る
垂
水
の
上
の
さ
蕨
の
萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も

（
蕊
、
八
、
一
四
一
八
）

Ｏ

い
の
「
さ
へ
づ
る
春
と
」
は
冬
は
経
過
し
て
行
き
早
春
は
進
行
し
つ
つ
や
が
て
高

槻
の
木
梢
に
は
頬
白
の
さ
え
ず
り
喜
ぶ
春
と
は
な
っ
た
と
い
う
の
で
時
間
的
経

過
を
伴
っ
て
進
む
早
春
の
外
界
、
そ
の
自
然
を
日
日
身
に
感
じ
て
い
て
そ
れ
を

含
め
た
外
観
と
し
て
受
け
た
感
じ
を
作
者
は
捉
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ

か
ら
高
槻
の
木
梢
に
さ
え
ず
る
頬
白
だ
け
を
独
立
さ
せ
て
は
考
え
ら
れ
ぬ
状
態

で
あ
っ
て
つ
ま
り
そ
れ
は
外
貌
的
に
捉
え
た
事
に
な
る
。
春
と
い
う
の
ど
か
な

ぬ
く
も
り
を
身
に
感
じ
つ
つ
生
物
の
躍
動
す
る
外
界
の
自
然
を
背
景
に
感
じ
て

そ
の
感
動
が
高
槻
の
木
梢
に
あ
っ
て
さ
へ
づ
る
頬
白
を
契
機
と
し
て
捉
え
た
も

、
、
、
、
、
、
、
、
、

の
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
早
春
の
外
観
を
象
徴
化
し
た
も
の
と
い
つ

、
、
、
、
、
、
や

て
よ
く
は
な
い
だ
ら
う
か
。
作
者
は
春
を
待
ち
柁
ぶ
る
と
い
う
長
い
時
の
流
れ

を
感
じ
つ
つ
そ
れ
が
と
う
，
Ｉ
、
や
っ
て
来
た
。
そ
の
時
の
流
れ
を
含
め
て
詠
ん

Ｏ

で
い
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
そ
れ
が
「
と
」
で
あ
り
、
同
じ
く
待
ち
柁
び

た
感
動
で
も
そ
こ
に
意
味
が
あ
る
と
思
う
。

。

「
萌
え
出
づ
る
春
に
」
は
内
観
よ
り
溢
る
る
喜
び
で
あ
る
。
内
に
包
ま
れ
た

喜
び
が
萌
え
出
づ
る
さ
わ
ら
び
と
契
機
を
共
に
し
て
現
わ
れ
た
と
見
て
不
官
然

で
は
な
い
と
思
う
。
こ
れ
は
自
然
の
内
実
を
深
く
見
抜
き
感
じ
取
る
万
葉
人
の

感
覚
の
透
徹
さ
を
物
語
る
も
の
と
云
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
。
萌
え
出
づ
る

さ
わ
ら
び
の
中
に
内
実
の
自
然
の
躍
動
が
深
く
宿
っ
て
い
る
し
、
自
己
の
包
み

切
れ
ぬ
喜
び
が
象
徴
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
自
然
の
持
つ
驚
異
か
ら
早
春
の
発

見
、
新
鮮
な
さ
わ
や
か
さ
を
感
じ
と
り
、
自
己
の
心
の
喜
び
と
内
観
に
於
い
て

接
触
し
て
生
れ
た
歌
で
あ
る
と
思
う
。
こ
こ
に
至
り
つ
い
た
静
か
な
喜
び
が
あ

る
。
万
葉
人
が
現
実
の
生
の
動
態
を
環
境
の
生
態
か
ら
選
抜
し
て
直
観
の
比
稔

を
も
っ
て
現
わ
す
こ
と
は
殆
ん
ど
卓
抜
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
こ
は
警
愉
で
は
な

く
と
も
さ
う
い
う
感
覚
の
鋭
さ
が
彼
等
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
思
う
。
「
蕨
の
根

に
隠
り
て
か
が
ま
り
を
る
が
春
の
暖
気
を
得
て
萌
え
出
づ
る
は
実
に
悦
ば
し
き

醤
な
り
」
と
代
匠
記
は
題
詞
に
讃
意
を
表
は
し
て
い
る
。
古
義
、
略
解
、
折
幽

博
士
、
沢
潟
博
士
は
こ
の
動
機
説
に
讃
し
、
総
釈
（
藤
森
氏
）
全
釈
、
万
葉
秀

歌
は
題
詞
の
動
機
説
を
取
ら
な
い
態
度
を
と
っ
て
を
ら
れ
る
。
森
本
先
生
の

「
万
葉
精
粋
の
鑑
賞
」
に
こ
の
題
詞
は
充
分
に
注
意
に
価
す
る
…
…
こ
れ
が
御

作
歌
の
動
機
を
吾
等
に
教
へ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
…
…
こ
の
歌
の
成
る
折

に
御
心
中
自
ら
溌
刺
と
は
ず
み
動
く
嬉
し
さ
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
」
と
い
わ

れ
て
い
る
。
赤
彦
は
「
作
者
の
空
想
で
な
く
実
際
そ
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
写

生
」
し
た
も
の
だ
ら
う
。
（
万
葉
集
の
鑑
賞
及
其
の
批
評
）
と
い
っ
て
い
る
。
と

も
あ
れ
、
こ
の
歌
は
作
者
の
内
に
宿
る
も
の
を
外
界
に
於
て
深
く
見
つ
め
鋭
敏

に
感
得
し
た
と
こ
ろ
か
ら
生
れ
た
言
語
表
象
で
あ
っ
た
と
見
た
い
の
で
あ
る
の

126



◎

○

国
「
と
」
と
「
を
」

Ｏ

更
に
次
に
「
と
」
は
共
同
作
用
の
目
標
を
示
す
も
の
と
変
換
作
用
の
目
標
を

０

．

示
す
も
の
と
が
あ
る
が
、
各
種
の
面
を
帰
納
す
る
と
「
と
」
は
状
態
の
ょ

Ｏ

う
な
外
貌
を
表
わ
す
助
詞
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
「
を
」
と

。

◎

「
と
」
の
相
異
は
と
い
う
と
「
と
」
が
共
同
的
（
並
立
的
）
相
対
的
、
中
間
的
、

Ｏ

梢
々
漠
然
と
し
た
点
を
示
す
に
反
し
、
「
を
」
は
目
標
が
独
立
的
で
他
を
顧
み

な
い
点
に
あ
る
。
な
ほ
そ
の
一
、
二
の
用
例
を
示
す
と
、

伽
共
同
性
相
対
性
作
用
の
も
の

Ｏ

苅
薦
能
一
重
叩
敷
而
紗
眠
友
君
共
楢
者
冷
雲
梨
（
伽
、
十
一
、
二
五
二
○
）

カ
リ
コ
モ
ノ
ヒ
ト
へ
ワ
シ
キ
テ
サ
メ
レ
ド
モ
キ
ｓ
、
ト
シ
ヌ
レ
パ
サ
ム
ヶ
ク
モ
ナ
シ

Ｏ

耳
梨
与
相
識
競
伎
（
閏
、
一
、
一
三
）
文
法
史

ミ
ミ
ナ
シ
ト
ア
ヒ
ア
ラ
ソ
ヒ
キ

。

Ｏ

父
と
語
る
。
汝
と
舞
を
ま
ふ
（
文
法
論
）

②
変
換
性
作
用
の
目
標
を
示
ず
も
の
は
前
述
の

Ｏ

二
上
山
乎
弟
世
登
吾
将
見
（
繭
、
二
、
一
六
五
）

プ
タ
カ
ミ
ヤ
マ
ヲ
イ
ロ
セ
ト
ワ
ガ
ミ
ムＯ

伎
弥
之
布
美
壌
婆
多
麻
等
比
呂
波
牟
（
海
、
十
四
、
三
四
○
○
）

キ
ミ
シ
フ
ミ
テ
パ
タ
ー
、
卜
と
ロ
ハ
ム

Ｏ

③
後
世
稀
な
る
例
と
し
て
「
と
」
に
て
示
し
た
る
目
標
の
ま
ま
に
て
下
に
そ
れ

に
対
す
る
用
言
を
省
き
た
る
も
の
（
文
法
史
）

◎

大
王
能
等
保
乃
朝
廷
等
斯
良
農
比
筑
紫
国
者
（
繭
、
五
、
七
九
四
）

オ
本
キ
ミ
ノ
ト
ホ
ノ
コ
、
カ
ド
ト
シ
ラ
ヌ
ヒ
ノ
ッ
ク
シ
ノ
ク
ニ
ハ

こ
れ
は
用
言
を
省
い
て
連
体
形
に
用
い
た
も
の
。

Ｏ

逆
言
之
狂
言
等
可
聞
高
山
之
石
穂
乃
上
爾
君
之
臥
有
（
胸
、
三
、
四
一
二
）

オ
ヨ
ッ
レ
ノ
タ
ワ
ゴ
ト
ト
カ
モ
タ
カ
ャ
マ
ノ
ィ
ハ
ホ
ノ
ウ
エ
ニ
キ
ミ
ガ
コ
ャ
セ
ル

こ
れ
は
下
に
相
当
の
用
言
を
含
め
て
解
す
べ
き
も
の

④
用
言
の
修
飾
語
た
る
も
の
を
示
す
（
文
法
史
）

Ｏ

須
久
須
久
止
和
賀
伊
麻
勢
波
夜
（
記
中
）

ス
ク
ス
ク
ト
ワ
ガ
イ
マ
セ
パ
ヤ

Ｏ

由
久
遊
久
登
恋
痛
吾
弟
乞
通
来
聴
（
菌
、
二
、
一
三
○
）

ユ
ク
ユ
ク
ト
コ
ヒ
ク
キ
ワ
ガ
セ
イ
デ
カ
ヨ
イ
コ
ネ

○

○

か
ら
か
ら
と
笑
う
。
し
づ
し
づ
と
歩
む
。
（
文
法
論
）

０

０

側
用
言
を
重
ね
て
、
「
あ
り
と
あ
る
」
「
み
と
み
る
」
な
ど
い
へ
る
語
法
は
こ

◎

の
期
に
は
発
見
せ
ず
。
体
言
を
修
飾
語
と
す
る
場
合
に
「
と
」
を
用
い
る
も
の

は
次
の
如
し
。

（
文
法
史
）

◎

足
氷
木
乃
山
辺
乎
指
而
晩
闇
跡
隠
益
去
礼
（
蔦
、
三
、
四
六
○
）

ア
シ
ヒ
キ
ノ
ヤ
マ
ペ
ワ
サ
シ
テ
ニ
ク
ヤ
ミ
ト
カ
グ
リ
マ
シ
ヌ
し

Ｏ

磐
床
等
川
之
氷
疑
（
繭
、
一
、
七
九
）

イ
ワ
ト
コ
ト
カ
ワ
ノ
ヒ
コ
モ
リ

以
上
二
種
の
朋
法
の
外
は
現
存
の
文
献
に
て
は
見
る
を
得
ず
。
今
こ
れ
を
以

◎

て
臆
測
せ
む
に
「
こ
の
「
と
」
は
後
世
の
如
く
す
べ
て
外
貌
的
に
模
様
を
あ
ら

は
し
た
る
も
の
を
示
す
に
似
た
り
」
（
奈
良
朝
文
法
史
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

。

仰
「
と
」
は
又
名
詞
を
合
せ
て
一
と
す
る
に
用
ゐ
た
る
こ
と
あ
り
。
（
文
法
史
）

○

香
山
爽
耳
梨
山
与
相
之
時
（
蕗
、
一
、
一
四
）

カ
ゲ
ヤ
マ
ー
ｒ
ミ
ミ
ナ
シ
ヤ
マ
ト
ア
ヒ
シ
Ｌ
・
キ

０

．

塙
痢
壕
職
域
披
硫
能
池
擦
喧
等
荊
嫁
液
疫
能
鳴
梅
能
披
察
等
鍾
伊
珂
舗
珂

和
可
武
（
蕊
、
五
、
八
二
六
）

ワ
カ
ム

又
こ
の
時
代
の
特
別
の
用
法
と
し
て
、

○

阿
乎
夜
奈
義
烏
梅
等
能
波
奈
乎
（
繭
、
五
、
八
二
二

ァ
ヲ
ヤ
ナ
ギ
ウ
メ
ト
ノ
ハ
ナ
ヲ

Ｏ

こ
れ
は
「
あ
を
や
な
ぎ
と
」
と
い
う
べ
き
も
の
を
省
略
し
て
い
わ
な
い
。
後
世

○

Ｏ

な
ら
ば
下
の
「
と
」
を
略
し
て
も
上
の
「
と
」
を
必
ず
つ
け
る
べ
き
と
こ
ろ
。

◎

又
汝
乎
災
吾
乎
人
曽
離
奈
流
（
閥
、
四
、
六
六
○
）

ナ
ヲ
卜
ワ
ヅ
ヒ
ト
ゾ
サ
ク
ナ
ル

。
◎

こ
れ
は
後
世
な
ら
ば
必
ず
「
な
と
わ
と
を
」
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
上
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の
二
種
は
此
の
時
代
の
特
徴
と
い
う
べ
き
で
あ
る
と
文
法
史
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

Ｏ

鋤
「
へ
」
（
「
概
念
的
な
方
向
性
の
抽
象
」
と
い
う
か
わ
ら
ぬ
目
的
を
貫
い

て
生
き
て
き
た
助
詞
」
石
垣
氏
「
助
詞
の
歴
史
的
研
究
」

こ
れ
は
動
作
の
進
行
す
る
目
標
を
示
し
又
方
向
を
指
す
助
詞
で
あ
る
。
即
ち

Ｏ

動
作
が
あ
る
方
向
に
進
行
す
る
こ
と
だ
け
を
い
い
、
例
え
ば
西
へ
行
く
。
の
如

く
そ
の
動
作
す
る
も
の
が
そ
の
地
点
で
止
ま
る
か
ど
う
か
は
度
外
視
し
て
い

○

る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
「
を
」
と
く
ら
べ
て
見
る
と
「
を
」
は
そ
の
動
作
が
直

◎

ち
に
そ
の
地
点
を
基
本
と
し
一
道
を
行
く
」
と
い
う
や
う
に
現
に
そ
こ
に
動
い

○

て
い
る
が
、
「
へ
」
は
直
接
そ
こ
に
存
在
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か

Ｏ

ら
こ
れ
が
「
に
」
と
異
な
る
点
も
明
瞭
で
あ
る
。
し
か
し
勤
性
は
含
蓄
を
含
む
。

そ
の
用
例
、

◎

去
来
子
等
早
日
本
辺
（
麓
、
一
、
六
三
）

イ
ザ
コ
ド
モ
ハ
ヤ
ク
ヤ
マ
ー
ヘ

○

吾
勢
枯
乎
倭
辺
遣
登
（
寓
、
二
、
一
○
五
）

ワ
カ
セ
コ
ヲ
ヤ
一
勺
ト
ヘ
ヤ
ル
ト

◎

宇
知
比
佐
受
宮
弊
能
保
留
等
（
蝋
、
五
、
八
八
六
）

ウ
チ
ヒ
サ
ス
ミ
ヤ
ヘ
ノ
認
券
卜

◎

秋
風
師
山
跡
部
越
雁
鳴
者
（
灘
、
十
、
二
一
二
八
）

ア
キ
カ
ゼ
宗
ヤ
マ
ト
ヘ
コ
ユ
ル
カ
リ
ナ
ケ
パ

○
０

国
「
よ
り
」

◎
０

．
Ｏ

「
よ
り
」
は
動
作
の
基
本
点
を
示
す
の
は
「
か
ら
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
比

較
の
標
準
を
示
す
と
こ
ろ
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
奈
良
朝
時
代
に
は
、

。
◎
。
○
０
．

よ
り
、
よ
ゆ
り
、
ゆ
、
と
四
種
が
あ
っ
て
、
も
と
同
一
の
も
の
が
平
安
朝
に

。
○

◎
０
０
、
、
、
、
、
、

な
っ
て
「
よ
り
」
と
な
っ
た
。
「
よ
り
」
が
「
を
」
と
誤
ら
れ
易
い
点
は
「
進

◎

行
動
作
の
活
動
点
を
示
す
「
を
」
は
そ
の
区
域
を
主
と
し
て
他
を
考
え
な
い
が
、

０
．

「
よ
り
」
は
つ
ま
り
現
実
そ
の
地
点
に
動
作
が
集
中
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ

の
活
動
点
を
基
と
し
て
考
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
に
他
の
区
域
に
移
る

べ
き
を
予
想
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
時
間
的
基
点
と
空
間
的
起
点
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

、

、

で
あ
る
か
ら
、
例
え
ば
「
田
子
の
浦
ゆ
」
の
「
ゆ
」
を
「
田
子
の
浦
に
出
て

。
Ｏ

見
る
」
と
解
す
れ
ば
、
お
し
ま
い
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
よ
り
」
は
動
作
作
用

の
引
続
き
行
は
れ
る
も
の
の
う
ち
に
て
の
観
察
の
基
点
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

０
０

◎

又
だ
か
ら
「
よ
り
」
の
起
点
は
「
に
」
の
動
作
の
帰
着
点
を
示
す
よ
う
に
明
確

。
◎

で
な
く
漠
然
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
．
「
よ
り
」
と
い
え
ば
、
す
で
に
あ
る

方
向
に
向
っ
て
移
動
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
経
過
で
あ
る
。
然
る

Ｏ

に
「
を
」
は
特
定
の
動
態
の
目
標
と
密
接
に
関
係
し
つ
つ
、
方
向
は
ど
う
で
あ

れ
、
そ
こ
に
運
動
が
起
っ
て
い
る
現
実
で
あ
る
。
こ
の
辺
が
極
め
て
微
妙
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
日
本
文
法
論
五
七
四
頁

。
０

０

に
「
こ
の
「
よ
り
」
が
「
を
」
に
似
た
り
と
い
う
は
古
文
に
対
し
て
冷
淡
な
り

と
の
識
は
免
れ
じ
。
」
日
本
文
法
講
義
二
一
九
頁
に
「
古
来
「
を
」
に
通
う

。
。

◎
。

「
よ
り
」
と
い
え
り
。
し
か
れ
ど
も
こ
の
言
い
方
は
甚
だ
疎
に
し
て
「
よ
り
」

、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
自
ら
異
に
す
。
こ
の
区
別
は
微
妙
な
る
も
の
に
し
て
国
語
の
要
諦
実
に
斯
く

、
、
、
、

○

の
如
き
点
に
存
す
る
な
り
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
に
「
よ

。
０
０
ｏ
Ｏ

り
」
「
よ
」
「
ゆ
り
」
「
ゆ
」
の
各
々
に
つ
い
て
各
一
例
を
あ
げ
る
と
、

Ｏ
○

「
よ
り
」
。
Ｏ

此
零
余
哩
破
伊
雫
僧
電
銭
堂
岐
（
蝿
、
十
五
、
三
七
三
七
）

Ｏ

「
よ
」
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和
可
礼
之
等
吉
欲
（
蕊
、
十
八
、
四
一
○
ご

・
・
ワ
カ
レ
シ
ト
キ
ヨ

０
。

「
ゆ
り
」０
◎

阿
須
由
利
也
（
繭
、
二
十
、
四
三
一
二
）

ア
ス
ユ
リ
ヤ

Ｏ

「
ゆ
」

◎

奈
美
能
宇
倍
由
奈
豆
佐
比
伎
爾
豆
（
蔑
、
十
五
、
三
六
九
こ

ナ
ミ
ノ
ウ
エ
ニ
ナ
ヅ
サ
ヒ
キ
ニ
テ

０
Ｏ

こ
の
四
種
の
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
五
様
の
用
法
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
「
よ
り
」

。
０
０

「
ゆ
」
「
か
ら
」
の
例
を
上
げ
る
と
、

側
時
間
的
起
点
を
示
す
も
の

。
○

伊
爾
之
与
比
欲
利
（
葛
、
十
四
、
一
言
一
七
五
）

イ
リ
ニ
シ
ヨ
ヒ
ヨ
Ⅱ
ク

③
空
間
的
起
点
を
示
す
も
の

◎
◎

保
里
江
欲
利
安
佐
之
保
美
知
爾
（
繭
、
二
十
、
四
三
九
六
）

水
リ
エ
ヨ
リ
ア
サ
シ
ホ
言
、
チ
ニ

側
思
想
的
起
点
を
示
す
も
の

Ｏ

許
許
呂
由
母
於
母
波
奴
阿
比
陀
爾
（
繭
、
五
、
七
九
四
）

っ
。
掴
１
毛
オ
モ
ハ
ヌ
ア
ヒ
ダ
ニ

仰
比
較
の
基
本
を
示
す

０
Ｏ

比
等
余
里
波
伊
毛
曽
母
安
之
伎
（
蕊
、
十
五
、
三
七
三
七
）

上
ト
ヨ
リ
ハ
イ
モ
ゾ
モ
ア
シ
キ

⑤
出
自
を
あ
ら
は
す
も
の

．
◎
Ｏ

伊
披
紀
鍬
痢
壕
荊
援
志
盤
等
麺
（
麓
、
五
、
八
○
○
）

◎
Ｏ

「
か
ら
」

◎
Ｏ

「
か
ら
」
は
奈
良
朝
文
法
史
に
後
世
は
一
つ
の
助
詞
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時

は
全
く
助
詞
と
ば
か
り
言
え
ず
副
詞
や
体
言
に
も
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
説
か
れ

て
を
り
、

①
副
詞
の
例
と
し
て
、

。
◎

比
登
欲
能
可
良
爾
古
非
和
多
流
加
母
（
灘
、
十
八
、
四
○
六
九
）

上
ト
ヨ
ノ
カ
ラ
ニ
コ
ヒ
ワ
ク
ル
カ
毛

②
体
言
と
し
て
用
言
の
連
体
形
を
冠
し
た
も
の

◎

手
取
之
柄
二
忘
跡
（
蔦
、
七
、
二
九
七
）

テ
ニ
ト
リ
シ
カ
ラ
ニ
ワ
ス
ル
ト

③
反
語
的
に
用
い
た
も
の

○
◎

見
度
者
近
物
可
良
（
麓
、
六
、
九
五
一
）

ミ
ワ
タ
セ
バ
チ
カ
キ
を
ノ
カ
ラ

。
０

０
○

。
０

０
。

又
「
か
ら
」
は
「
国
か
ら
」
「
山
か
ら
」
司
押
か
ら
」
な
ど
い
は
れ
る
の
は
皆

こ
れ
に
あ
た
り
、
古
く
は
理
由
を
あ
ら
は
す
意
の
一
の
体
言
で
あ
っ
た
も
の
が

漸
次
助
詞
と
な
っ
た
芯
の
だ
ら
う
か
と
い
は
れ
て
い
る
。
又
日
本
文
法
論
で
は

。
。

。
○

「
か
ら
」
は
「
殆
ん
ど
「
よ
り
」
に
似
て
い
る
。
但
し
動
作
の
基
本
点
を
示
す

◎
Ｏ

だ
け
で
よ
り
の
よ
う
に
比
較
の
標
準
は
示
さ
な
い
。
近
世
に
な
っ
て
多
く
用
い

ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
よ
り
」
の
動
作
の
基
本
点
を
示
す
用
語
に
代
用
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
は
同
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
そ
の
差
が
あ

り
」
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
、

Ｏ
○

例
清
和
天
皇
よ
り
九
代
の
後
胤
、
鎮
西
八
郎
為
朝
。

、
、
、
、
０
０

回
清
和
天
皇
か
ら
九
代
の
後
胤
、
鎮
西
八
郎
為
朝
。

０
．

こ
の
二
例
か
ら
「
よ
り
」
は
そ
の
附
属
す
る
詞
よ
り
も
次
の
詞
を
重
く
●
見
即

０
Ｏ

ち
対
比
し
「
か
ら
」
は
そ
の
反
対
に
参
そ
れ
が
う
け
る
詞
を
主
と
し
て
い
る
。
即

○
Ｏ

ち
「
か
ら
」
は
両
者
を
対
比
す
る
用
法
は
な
い
。
文
法
講
義
の
例
と
し
て
は
、

０
．

例
明
日
か
ら
若
葉
つ
ま
む
と
て
、
０
０

回
此
の
度
や
が
て
竹
の
う
し
ろ
か
ら
ま
ひ
出
て
ぬ
ぎ
た
れ
つ
る
さ
ま
ど
も

の
、
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
こ
れ
は
動
作
の
基
点
を
示
す
と
共
に
時
間
と
場
所
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Ｃ
Ｏ

、

。

を
示
し
て
い
る
。
さ
て
こ
の
「
か
ら
」
が
「
を
」
と
異
な
る
点
は
、
「
を
」
は

○
Ｏ

そ
の
活
動
す
る
区
域
点
を
示
し
現
に
活
動
し
て
他
を
か
え
り
み
な
い
が
「
か
ら
」

は
そ
の
活
動
点
を
基
本
と
し
て
考
え
て
他
へ
移
動
す
る
事
を
予
想
し
て
い
る
こ

○
Ｏ

○
◎

と
で
あ
る
。
又
「
か
ら
」
は
理
由
を
い
う
こ
と
か
ら
自
然
「
よ
り
」
に
似
た
用

法
を
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
基
点
の
区
域
が
漠

然
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五
。
。
◎
０
０

さ
て
格
助
詞
「
を
」
「
に
」
「
と
」
「
か
ら
」
が
異
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
そ
の
附
属
す
る
詞
の
用
言
に
対
し
て
ど
ん
な
資
格
が
与
え
ら
れ
る
か
と
い
う

こ
と
を
具
体
例
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
一
層
明
ら
か
に
な
る
。

。

。

◎

父
に
別
れ
る
。
父
に
語
る
。
父
に
遊
ぶ
。
（
破
却
）

◎

０

０

父
と
別
れ
る
。
父
と
語
る
。
父
と
遊
ぶ
。

Ｑ

◎

Ｏ

父
を
別
れ
る
。
父
を
語
る
。
父
を
遊
ぶ
。
（
破
却
）

。
０

０
０

０
○

父
か
ら
別
れ
る
。
父
か
ら
語
る
。
父
か
ら
遊
ぶ
。
（
破
却
）

。

◎

父
に
別
れ
る
は
、
父
が
静
的
な
存
在
と
し
て
位
置
し
、
そ
の
父
に
別
れ
て
来

る
の
で
動
く
主
体
は
別
れ
て
来
る
方
で
あ
る
。
父
は
じ
っ
と
し
て
い
る
感
じ
で

Ｏ

あ
る
が
極
め
て
内
質
的
で
出
自
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「
父
と
別
れ
る
」
と
は
外

貌
的
或
は
外
観
的
で
あ
る
。
例
え
ば
某
は
本
日
父
と
共
に
動
物
園
に
来
た
が
、
君

○

に
会
わ
ん
が
為
め
ひ
と
足
先
に
父
と
別
れ
て
来
た
。
或
は
父
と
銀
座
ま
で
同
行

◎

し
た
が
途
中
父
は
渋
谷
の
家
に
帰
り
、
自
分
は
用
件
の
為
め
父
と
別
れ
て
神
田

０

０

の
本
屋
ま
で
来
た
。
父
と
別
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
父
と
別
れ
た
と
い
う
外
的

○

状
態
の
変
更
を
外
観
的
に
示
し
た
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
に
」
を
内
観
的
助

。

○

詞
と
す
れ
ば
「
と
」
は
外
観
的
助
詞
と
い
う
事
は
前
述
し
た
。
然
ら
ば
「
を
」

Ｏ

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
「
父
を
別
れ
る
」
と
は
或
る
場
所
を
起
点
と
し
て
対
者

の
父
と
、
別
れ
る
主
者
の
自
分
と
が
同
時
に
動
態
の
作
用
を
起
し
、
活
動
し
つ

。
０

つ
あ
る
現
実
の
生
態
で
あ
る
。
心
理
的
に
は
、
別
れ
を
惜
み
つ
つ
父
と
自
分
と

が
互
い
に
言
葉
を
交
し
、
振
り
返
り
つ
つ
手
を
振
っ
て
別
れ
行
く
状
況
で
あ

○
。

○
Ｏ

る
。
次
に
衷
采
か
ら
」
別
れ
る
と
は
、
こ
の
場
合
は
「
よ
り
」
と
同
じ
に
動
作

の
継
続
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
う
ち
、
観
察
の
起
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

Ｏ
○

活
動
点
の
父
か
ら
別
れ
て
移
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。

０

．

さ
て
次
に
、
「
父
に
語
る
」
と
は
、
父
に
向
っ
て
語
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

◎

場
合
帰
着
点
を
示
す
。
父
は
語
る
こ
と
の
目
標
に
な
り
、
父
に
語
っ
て
聞
か
す

○

○

こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
「
父
と
語
る
」
と
は
父
と
共
に
語
り
合
う
こ
と
で
あ

り
、
共
同
の
目
的
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
分
に
外
貌
的
で
あ
り
、
何

．

事
か
を
語
り
合
う
こ
と
に
な
る
。
次
に
「
父
を
語
る
」
と
は
、
父
が
現
に
目
前

◎

に
い
ま
さ
ず
と
も
父
の
事
柄
に
つ
い
て
そ
の
事
の
み
を
語
る
こ
と
で
「
を
語

る
」
と
は
一
方
的
で
他
を
顧
み
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
主
対
同
時
に
動

態
に
お
か
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
・
所
謂
他
動
に
対
し
て
対
者
を
示
す
場
合
で
あ

る
。
次
の
「
父
か
ら
語
る
」
は
父
に
重
点
が
置
か
れ
父
よ
り
対
者
に
向
っ
て
語

Ｏ

Ｏ

ｏ
○

ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
又
哀
久
に
遊
ぶ
」
哀
采
を
遊
ぶ
」
「
父
か
ら
遊

◎
０
０
◎

ぷ
」
は
「
に
」
「
を
」
「
か
ら
」
に
よ
っ
て
遊
ぶ
が
資
格
の
変
更
を
来
し
、
直

ち
に
文
を
破
却
し
去
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
格
助
詞
は
同
類
性
の
故
を
も
っ

て
、
一
つ
の
語
を
他
の
語
に
代
用
せ
し
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
代

用
せ
し
む
れ
ば
意
義
を
変
ず
る
か
文
を
破
却
し
去
る
事
上
の
例
に
よ
っ
て
明
ら

ｏ

Ｏ

か
で
あ
る
。
さ
て
「
父
と
遊
ぶ
」
は
「
父
と
語
る
」
と
同
じ
言
い
方
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
格
助
詞
が
品
詞
に
関
係
す
る
場
合
、
自
ら
の
職
能
を
あ
ら
わ
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≠

さ す
こ
と
を
、
充
分
に
考
慮
し
て
解
釈
と
表
現
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ

け
で
あ
る
。

関
係
語
で
あ
る
助
詞
は
、
そ
の
関
係
す
る
観
念
語
の
承
接
、
下
接
に
よ
っ
て
文

節
が
作
ら
れ
、
そ
れ
と
の
相
関
関
係
に
よ
っ
て
意
味
が
生
ず
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
白
明
で
あ
る
が
、
そ
の
上
接
を
強
く
意
識
す
る
か
、
下
接
を
強
く
意
識
す
る

か
、
又
両
方
を
意
識
す
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
微
妙
な
意
味
が
ち
が
っ
て
あ
ら
わ

れ
る
。
例
え
ば
主
格
、
豆
化
咲
く
」
に
「
が
」
を
加
え
て
、
「
花
が
咲
く
」
と
す

馴
れ
ば
、
花
に
意
識
が
強
く
働
き
、
対
格
（
目
的
格
）
「
花
見
る
」
に
「
を
」
を
加
え

ロ標を動態に
O

（その彼の母も吾を緋つらむぞ）

移動作ﾉ|]に対して影藤をこうむ為MR:
。

（恩ひつつぞ来るその;ii道を）

..Ik－－

2．…伽》ぃ

3.劃鋤雌移動作川の地域を示すO

（敏馬の崎を洲ぎためば）

4．〈－－”－－〉‐と者と対者を同il1＃に動態$二

．

イ，〈一句e…炉→母を別れて

◎

ロ，－><一雄ふや少女を道向へぱ

◎

ハ，一二二逢坂iこて人を別れける時

,の

に

静的目膜（起点，出発点）
0。

（にぎ旧つ;こ，母に別る）

◎

帰着（長崎に若く）

凸
ｂ
■
■
■
■
■
凸
■
■

う1．

イ2－

O

真佼I桝こいたく風吹く）

。

(山に咲く）動詞i二I地位◎

雛溌簾詞繕l地蝋0

3．：－琴^m間的

二4．J－－斗空間的

て
う
花
を
見
る
」
と
す
れ
ば
、
見
る
方
に
も
意
識
が
強
く
働
く
、
し
か
し
な
が

◎

Ｏ

ら
、
上
掲
の
五
例
、
「
君
を
別
れ
て
恋
に
死
ぬ
べ
し
。
」
「
く
や
し
く
妹
を
別

○

．

れ
来
に
け
り
。
」
「
母
を
離
れ
て
ゆ
く
が
悲
し
さ
。
」
「
た
ら
ち
な
の
母
を
別
れ

◎

て
」
「
か
ら
ま
る
君
を
別
れ
か
行
か
む
。
」
の
よ
う
な
も
の
は
、
「
別
れ
」
「
離

れ
」
と
い
う
下
接
の
動
詞
ば
か
り
で
な
く
、
上
接
の
「
母
」
「
君
」
司
睦
に

強
く
働
く
こ
と
を
意
識
す
る
の
で
あ
る
。
別
れ
よ
う
と
す
る
者
が
対
象
と
の
間

に
お
い
て
鋭
く
感
ず
る
の
が
こ
の
「
を
」
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
古
典
の
文
芸

（
密
）
Ｏ

性
を
は
な
だ
し
く
機
微
な
点
で
支
え
て
い
る
助
詞
と
し
て
、
こ
の
「
を
」
も
ま

と

、 0

1．タ共同作用の目標（友と行く）

2．柵｜変換作用の目標(雪とあざむく）
◎

相対的でそうでないものをそうと見たてる。

共同作用を外貌的に表わす
。

（友と別る）

う

3．－

た
特
別
の
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

。

そ
し
て
こ
の
場
合
「
を
」
は
「
と
」
に
通

。

◎

う
「
を
」
、
「
に
」
に
通
う
「
を
」
と
は
い
い

が
た
く
そ
の
機
微
を
つ
く
し
た
も
の
と
は
い

Ｏ

い
が
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
結
局
「
を
」
の

Ｏ

持
つ
意
味
は
「
を
」
を
は
さ
ん
で
、
上
接
、

下
接
の
文
節
を
つ
く
る
お
の
お
の
の
語
の
相

（
恥
）

関
関
係
か
ら
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
の
は
次
の
表
は
、

そ
う
い
う
意
味
か
ら
い
う
と
決
定
的
な
も
の

で
な
く
、
む
し
ろ
一
般
的
な
点
を
図
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
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以
上
の
諸
例
に
照
ら
し
つ
つ
又
実
例
を
上
げ
て
論
ず
る
と
共
に
表
示
を
し
た

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
格
助
詞
が
、
準
体
言
、
副
詞
等
に
附
属
し
て
他
の
体
言
、

用
言
、
副
詞
等
と
の
関
係
を
示
し
、
句
の
成
立
と
資
格
上
の
区
分
を
明
ら
か
に

示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
も
っ
て
前
掲

の
諸
註
釈
を
見
る
と
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
著
名
な
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
が
、

こ
の
助
詞
に
対
す
る
深
い
関
心
の
な
い
こ
と
を
疑
わ
し
む
る
事
が
諸
例
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
御
杖
」
の
「
逃
詞
に
す
ぎ
ず
」
と

。
◎

し
た
言
の
如
く
殆
ん
ど
「
を
」
を
「
に
」
に
通
は
し
て
平
然
と
し
て
い
る
点
を

へ

－‐今動作進行の方向

卿墓|岬烹”(kやく大和へ），

洲)藩点を明1鵬二示さない。

（内典へ参り論ふ。）到進;.liK;

一一・一一〉動作の堆本点，Ii1旧雌間的雌点

・C。

。一一→（いi-LWJ:-))(ばり江別）

進行勤作中の観察の雑点
一、。。

－矛〆（沖よりﾉﾙどものうたびののしりて淵ぎ行く）
｡

／~～･〆~、今（波の上ゆなづさひき;こて）

○←c耀騨燃響ぁL蟹
Iま奈良刺;こ，よ’ゆり，ゆの何甑のものあり平安朝以後のよりと

同一。

より

ゆ

tり

から

CO

○・一う○動作の雌本烈（花から花へ）

指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
も
上
掲
の

移
無
い
主
者
と
対
者
と
が
同
時
に
動
態
に
置
か
れ
る

場
合
の
「
を
」
は
特
に
「
に
」
及
び
「
と
」

、
釣
維
噸
誌
「
か
ら
」
に
解
す
る
事
は
、
臨
葉
語
の
取
り

舶
梱
》
岬
州
う
鋤
》
詠
承
接
、
下
接
し
て
文
節
を
つ
く
り
一
文
の
表

扱
い
と
し
て
は
、
誤
り
で
あ
る
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
観
念
な
き
助
詞
が
他
の
観
念
語
に

く
く
罰
然
所
つ
識
か

岬
恥
“
鋤
雑
雌
柳
現
に
軍
蕊
な
役
割
を
も
ち
、
し
か
も
そ
れ
等

司
附
域
間
。
ら
く
ち

暑
“
は
Ⅸ
時
。
か
う
古
か
の
委
曲
を
表
わ
す
に
は
、
こ
れ
な
く
し
て
は

鋤
ぱ
畔
耗
吟
娠
縄
雄
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
更
に
日
本
語
を
精
級

に
用
ゐ
る
場
合
に
は
こ
の
種
の
用
法
は
必
ず

一
一
一
錘
響
壁
越
権
峰
準
縄
蔀
唾
率
帥
働
曇
一
躍
卦

命
で
あ
り
、
又
日
本
語
の
も
つ
ユ
ニ
ー
ク
な

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
根
源
と
な
る
も
の
で
あ
る
と

思
う
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
可
良
麻
流
伎
美
乎
の
歌
は
乎
の
機
微
を
表
わ
す

意
味
で
左
の
如
く
解
釈
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

○
道
の
辺
の
荊
の
末
に
這
ほ
豆
の
、
こ
こ
ま
で
は
、
「
か
ら
ま
る
」
を
言
わ
ん

為
の
序
と
見
る
説
が
一
般
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
卑
見
に
よ
れ
ば
醤
職
と
見
た

い
。
何
故
な
ら
ば
触
目
の
実
景
を
直
接
、
自
己
の
離
別
の
情
に
轡
え
て
い
る
か

ら
。
つ
ま
り
直
観
の
響
峨
と
見
る
。

○
か
ら
ま
る
君
を
の
、
「
か
ら
ま
る
」
は
、
か
ら
み
つ
く
、
ま
と
い
つ
く
こ
と
。

○
君
を
は
か
れ
か
ゆ
か
む
。
こ
こ
に
対
者
と
闇
己
の
生
動
作
用
が
起
り
つ
つ
あ
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現
実
感
が
あ
る
。
ｌ
か
ら
み
つ
い
て
離
れ
ま
い
と
す
る
貴
女
を
引
き
離
し
て
、

離
れ
か
行
か
む
の
「
か
」
は
係
助
詞
、
疑
問
反
動
を
あ
ら
わ
す
が
、
こ
こ
で
は

、

、

深
い
感
情
を
含
め
た
な
げ
き
で
あ
る
。
「
む
」
に
対
す
る
係
、
「
む
」
は
未
顕

の
事
実
状
態
の
や
が
て
現
実
に
な
ろ
う
と
ず
る
こ
と
を
推
定
す
る
助
動
詞
、
想

定
を
意
味
す
る
。
連
体
形
で
「
か
」
の
結
び
故
に
「
離
れ
か
行
か
む
」
は
、
別

れ
て
行
く
こ
と
な
の
か
あ
あ
。
と
、
こ
こ
に
複
雑
に
交
流
す
る
感
情
と
詠
嘆
が

あ
り
余
韻
が
つ
づ
く
。

い
ば
ら

か
ら

一
首
の
意
は
、
「
道
の
ほ
と
り
の
茨
荊
の
こ
ず
え
に
這
い
絡
ま
っ
て
い
る
野

生
の
豆
蕊
の
よ
う
に
愈
愈
防
人
に
出
発
し
よ
う
と
し
て
い
る
私
に
と
り
つ
い
て

離
す
ま
い
と
す
る
貴
女
を
引
き
離
し
て
、
そ
れ
で
も
私
は
別
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
。
君
は
去
り
が
て
に
我
は
離
れ
が
て
に
振
り
返
り
、
戻
り
つ
し

て
別
れ
つ
つ
行
く
の
は
堪
え
が
た
い
こ
と
だ
。
」
カ
ミ
ッ
ロ
ぷ
ロ
ハ
セ
ッ
カ
ペ
ノ
ト
リ

○
評
、
右
は
二
月
九
日
上
総
国
防
人
天
羽
郡
上
丁
丈
部
鳥
の
歌
で
天
羽
は
、

上
総
の
南
端
安
房
と
接
し
た
君
津
郡
。
東
国
の
朴
実
な
若
い
農
婦
の
し
ほ
ら
し

註
13121110987654321
、、、、、、、、、、、、､

時
枝
誠
妃
博
士
箸
、
日
本
文
法
、
文
語
篇
、
二
○
四
頁
。

山
田
孝
雄
博
士
箸
、
日
本
文
法
論
、
二
四
二
頁
。

寓
葉
集
識
義
巻
第
三
、
四
九
六
頁
。

佐
伯
梅
友
博
士
著
、
国
文
法
、
一
四
五
頁
。

同
文
学
十
巻
十
号
三
○
二
頁
。

時
枝
誠
記
博
士
著
、
日
本
文
法
、
文
語
篇
二
○
六
頁

佐
伯
梅
友
博
士
著
、
国
文
法
一
四
五
頁
。

山
田
孝
雄
博
士
著
、
日
本
文
法
論
六
八
○
頁
。

松
尾
捨
次
郎
博
士
著
、
国
語
法
論
孜
目
的
語
論
一
五
一
頁

同
一
五
七
頁
、
松
尾
博
士
は
反
戻
の
意
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

佐
伯
梅
友
博
士
箸
、
文
学
十
巻
十
号
二
九
七
頁

同
三
○
二
頁

窪
田
空
穂
氏
著
、
寓
葉
集
評
釈
第
十
巻
四
一
頁

さ
、
い
た
わ
し
さ
、
愛
情
を
偽
ら
な
い
真
実
さ
が
側
々
と
胸
に
迫
る
の
を
覚
ゆ

る
も
の
で
あ
る
。
鴻
巣
氏
は
「
絡
ま
る
君
の
一
旬
情
緒
緬
綿
別
れ
難
さ
に
か
ら

み
つ
く
女
の
姿
態
も
見
え
る
様
で
あ
る
。
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
卑
見
に
よ
れ

ば
、
此
処
に
愛
と
生
命
を
真
実
に
生
き
よ
う
と
す
る
も
の
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
寧
ろ
厳
粛
な
人
間
性
の
高
貴
な
香
り
と
し
て
、
纏
綿

と
い
わ
ん
よ
り
は
、
ひ
た
む
き
な
も
の
の
強
さ
、
真
と
愛
と
の
昇
華
が
も
た
ら

す
悲
劇
性
を
も
っ
た
美
と
し
て
表
わ
れ
て
い
る
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
頼
ら
れ

て
い
る
者
の
切
実
感
、
生
命
の
綱
と
も
頼
み
切
っ
て
い
る
者
の
迫
真
さ
、
そ
う

い
う
者
同
志
の
純
粋
な
愛
の
姿
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
又
素
朴
な
農

民
生
活
の
営
み
に
よ
っ
て
の
み
維
持
さ
れ
て
い
る
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
と
共

に
赤
裸
々
な
生
命
そ
の
も
の
の
訴
え
と
し
て
の
感
動
で
あ
る
。

本
稿
を
成
す
に
当
た
っ
て
は
、
寓
葉
各
種
の
註
釈
害
、
お
よ
び
左
註
害
の
外
、
「
日
本

文
法
鋼
座
」
「
古
典
解
釈
の
た
め
の
日
本
文
法
」
等
多
く
の
蜜
の
恩
恵
を
う
け
た
、

深
甚
の
感
謝
を
捧
げ
る
。

皿
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
万
葉
集
三
、
四
一
五
頁

妬
、
寓
葉
集
全
註
釈
十
、
二
五
九
頁

妬
、
蔑
葉
集
識
義
巻
第
一
、
一
五
○
頁
．

Ⅳ
、
菖
葉
集
注
釈
巻
第
十
二
、
二
六
七
頁

肥
、
助
詞
の
歴
史
的
研
究
、
石
垣
謙
二
氏
、
三
八
頁
主
格
「
が
」
助
詞
よ
り

接
続
「
が
」
助
詞
へ
の
発
展
。

畑
、
文
学
十
巻
十
号
三
○
五
頁
、
佐
伯
博
士
、
助
詞
「
を
」
に
つ
い
て
。

釦
、
今
泉
忠
義
博
士
著
、
国
文
法
の
研
究
二
八
五
頁

瓢
、
同

国
文
法
精
鋭
一
七
六
頁

”
、
松
尾
捨
次
郎
博
士
著
、
国
語
法
論
孜
一
七
六
頁

詔
、
山
田
孝
雄
博
士
著
、
日
本
文
法
論
六
○
七
頁

鯉
、
菖
葉
集
大
成
十
八
巻
一
二
九
九
頁

妬
、
国
文
学
、
四
巻
九
号
助
詞
潟
、
一
八
頁

顕
、
同

三
六
頁
。
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